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第IV章 石　造　物
1．石造物の分類
A　像と塔と道具
　生活資材・生産資材ではなく、ある「もの」・「観念」を偶像化する際に、大きく分けて像・塔・その
他の形をとる。
　例えば、像なら、仏像・神像・狛犬などである。塔では、五輪塔・宝薩印塔・宝塔などである。
　また、生活や生産に必要な道具を、石を材料にして作る場合は、その目的に応じて合理的な形をとる。
B　刻像塔と文字塔
　塔の形態をとったものの中にも、石に神仏の像を刻んだ刻像塔に対し、神仏名や造塔の趣旨、信仰の種
類などを文字で表したものを文字塔を呼び、庚申塔、馬頭観世音、湯殿山塔などがある。刻像塔に比べ容
易に建てられることから、その種類も数も多い。［新潟県石仏の会2002］
C　像の彫り方、像の姿勢
　仏像・神像等には、像の彫り方が3種類ある。像の全面を彫りだした「丸彫り」、平面的な石の表面に
像の前面部分だけを彫りだして後面は彫りださない「半肉彫り」、石の表面に線を刻んで像を表現した
「線彫り」である。石面に種字（梵字）を刻んで仏を表す「種字彫」もある。
　磨崖仏の中には、文字のみで仏を表現しているものがある。
　また、像の姿勢には、立ち姿の「立像」、あぐらを組んだ「坐像」、椅子に座り片方の膝に肘をついて考
えている姿の「半伽思惟像」等がある。
D　分類………形態を分類するのか、何が表現されているかで分類するのか、使用目的で分類するのか、
　　　　　　　生産地を分類するのか。
　一口に石造物といっても、その用途は多種多様であり、時代差も大きい。
　さらに、石造物は製品の重量から、長距離の搬送には無理がある品物で、各地に残る石造物は、当時近
くの石山で活動していた石工が、その石山で採掘される石の質感と特性を読み取り、石に合わせた石造物
を生産していたと考えられる。［垣内光次郎1995］　石造物は、茶臼・砥石・硯・滑石製石鍋といった一部
の器種を除いて、各地に分布する石切丁場から半国単位で流通していたと思われる。
　そのため、石造物の調査・研究には筆者が思いつくだけでも、考古学（遺跡出土品）、宗教史（石仏・
石神・石塔）、社会史（石塔の内、墓塔）、技術史（鉱山臼等）、民俗学（生活用具・生産用具）、石造美術
（石仏・石神等）の関係者がそれぞれの問題意識のもとに、別個に調査研究を続け、各県あるいは各旧国
（例：佐渡国）・各郡単位で検討を重ねているのが現状である。
　その結果、各器種の分類・名称が、それぞれの時代・地域（遺跡）・調査者の所属分野に応じて合理的
なものとなってしまい、全国的・学際的統一はなされていない。
　しかし、これまでに行われてきた分類は、裏を返せば地域の実情に見合った分類ともいえ、それぞれ参
考にするべきところばかりである。
　筆者らは、相川に分布する石造物を現況調査していったのであるが、相川という「地域」を対象石造物
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選定のキーワードとしたため、まず、多種多様な石造物の分類に迷ってしまった。
　筆者らが行った分類を理解しやすくするため、始めに諸先輩が行ってきた捉え方を紹介してみる。
ア、考古学の立場から　［垣内光次郎1995］より抜粋
　（福井県）一乗谷の城下町で見受けられる石造品は、石がもつ重さ・硬さ・耐火性・不朽性などの特性
を生かした品物で、城下町に建つ屋敷や町屋の建築部材、室内の生活に使用する道具、寺院に造立される
信仰遺物の三種類に大きく分類することができる。…　　（略）…　　ここに一乗谷の城下町で使われた
石造品の種類を書上げてみたい。
　（建築部材）棟石、石鬼、踏石、樋、井戸枠、手水鉢、囲炉裏
　（生活道具〉火鉢、行火、炉壇石、たらい、こね鉢、粉挽臼、茶臼、石風呂、温石、砥石、硯、碁石
　（信仰遺物）五輪塔、一石五輪塔、宝薩印塔、石層塔、笠塔婆、板碑、石仏、花立、灯籠、狛犬、石殿
　垣内氏の分類は上記のとおりであるが、考古学関係者の間では、「威信財と、そうでないもの」や生産
地の違いに着目した分類もよく行われる。
イ、宗教史の立場から［新潟県石仏の会2002］　［庚申懇話会1993］より抜粋
　仏像
　大乗教ではもっぱら釈迦を超人格化し、歴史を超えた存在として釈迦のもっているさまざまな性格を実
体化、如来や菩薩などの多くの仏を生んだ。そしてこれらの像（仏像）を建立し、神々と同様、祈願の対
象とした。仏像には如来、菩薩、明王、天部の四つの種類があるが、そのほかに仏像とはいえないが羅漢
や権現・祖師の像があり、仏像と同様に崇拝され祭祀されてきた。
　如来
　　仏足石、釈迦如来、阿弥陀如来、大日如来、薬師如来、五智如来、不空成就如来、宝生如来、
　　阿閤如来
　菩薩
　　聖観音、千手観音、馬頭観音、十一面観音、准提観音、不空絹索観音、如意輪観音、六観音、
　　白衣観音、魚藍観音、延命観音、楊柳観音、三十三観音、子安観音、弥勒菩薩、虚空蔵菩薩、
　　文殊菩薩、普賢菩薩、地蔵菩薩、六地蔵、勝軍地蔵、子育地蔵、勢至菩薩、馬鳴菩薩、
　　日光菩薩・月光菩薩、浄行菩薩、二十五菩薩、妙見菩薩
明王
　　不動明王、倶利伽羅不動、軍茶利明王、大威徳明王、五大明王、大元帥明王、愛染明王
天部
　　帝釈天、梵天、毘沙門天、吉祥天、弁財天など
羅漢
　　十六羅漢・五百羅漢、蔵王権現、祖師像（達磨大師など）
形態の部
　　　仏像儀軌により造られた本格仏像が石に写されたものを、広い意味で石仏と呼んでおり、その範晴
　　に入らないものを形態の部とした。
　　層塔、宝塔・多宝塔、宝俵印塔、五輪塔、無縫塔、笠塔婆、板碑、石瞳、石灯籠、磨崖仏、石棺仏、
　　石祠、墓塔、鳥居、町石、手洗鉢、狛犬
～50～
1．石造物の分類
民間信仰の塔
　　庚申塔
　　　文字塔、刻像塔、帝釈天の庚申塔
　　日待系統の塔
　　　日待塔、甲子塔、巳待塔
　　月待系統の塔
　　　二十三夜塔、二十二夜塔、二十一夜塔、二十日待塔、十九夜塔、十八夜塔、二十六夜塔、
　　　その他の月待供養塔
　　道祖神塔
　　自然神信仰の塔
　　　山神塔、水神塔、金神塔、地神塔、雷神塔
　　馬の守護神の塔
　　　馬頭観音塔、馬歴神塔、蒼前神塔
　　その他の民間信仰の塔
　　　天神塔、淡島信仰の塔、恵比須塔、庖瘡神塔、聖徳太子塔、田の神塔、石敢当、動物供養塔
　　山岳信仰の塔
　　　大峰信仰の塔、大峰講碑、富士講碑、御嶽講碑、霊神塔、出羽三山塔、大山信仰の塔、
　　　三峰信仰の塔、古峰信仰の塔、妙義信仰の塔、戸隠信仰の塔、白山信仰の塔、立山信仰の塔、
　　　秋葉信仰の塔、愛宕信仰の塔、金畢山信仰の塔、その他
　　名神大社信仰の塔
　　　伊勢信仰の塔、天神信仰の塔、金毘羅信仰の塔、青麻信仰の塔
　　念仏塔
　　　念仏供養塔、百万遍念仏塔、常念仏塔、踊念仏塔、天道念仏塔、六斎念仏塔、四十八夜念仏塔、
　　　百堂念仏塔、斎念仏塔、不食念仏塔、寒念仏塔、夏念仏塔
　　経典に関する塔
　　　経典読請塔、経典書写塔、一字一石塔、光明真言塔
　　巡拝塔
　　　三十三番巡拝塔、百番巡拝塔、六十六部廻国塔
　　その他の仏教関係の塔
　　　三界万霊塔、葦酒塔、石橋・道路・石階供養塔、名号塔、題目塔、餓死供養塔
ウ、社会史の立場から［島根県教育委員会・大田市教育委員会2002］
　島根県にある石見銀山遺跡では県と地元市町村が各種の鉱山関係文化財調査を推進している。
　その中で、石造物調査は銀山の人口推移、活動エリアの消長・人の動き、社会構造の把握を具体的な目
的として実施されている。
①碑、石塔、石仏などの信仰関連石造物、②石臼や要石などの生産関連石造物、③街道沿いの道標など
の交通関連石造物、④石切り場などの生産地を含む流通関連石造物といった多種多様な石造物のうち、①
の、特に埋葬関係の遺構群・遺物群の様相に、鉱山遺跡を構成する諸要素のなかで「鉱山の盛衰」がより
直接的に反映されていると考え、寺院跡に付随する墓地に残る石造物を悉皆調査した。
　すなわち、上に記した問題意識の下に、悉皆調査で扱った墓塔・供養塔等を徹底的に分類し、銘文を読
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解したのである。
　2000（平成12）年に行った龍昌寺跡墓地の調査では次のとおり分類している。
一石宝薩印塔、一石五輪塔、組み合わせ宝医印塔、組み合わせ五輪塔、円頂方形型墓標、円頂方柱型墓標、
円頂六角柱型墓標、尖頂方柱型墓標、突頂方柱型墓標、笠付方柱型墓標、笠付方形型墓標、位牌型墓標、
無縫塔、記念碑、墓誌、自然石墓標、観音、地蔵（座像）、地蔵（立像）、灯籠、社寺標石
　なお、他の地方における分類が、全国版の手引書に載っている場合［庚申懇話会1985］があるが、江戸時
代の墓塔は地域差が大きく、結局は調査対象の実態に即して分類するのが妥当なようである。
エ、技術史の立場から　　［今村啓爾1990］より
　山梨県にある黒川金山遺跡の調査に参加した今村氏は、遺跡に散乱する石臼類が鉱山の考古学にとって
鍵になる遺物であると考え、日本各地の鉱山に残存する石臼類の調査に取り組んだ。
氏が示した分類は次のとおりである。
　　掲き臼、磨り石、回転臼（茶臼・粉挽臼・鉱山臼）
　さらに、氏は論考のなかで、磨り石と鉱山臼（狭義の鉱山臼）の細分にも取り組み、編年的位置付けの
大枠を示した。
オ、民俗学の立場から
　日本民具辞典等所収の民具に石製のものがある。これらは民具として、各地の歴史民俗資料館、博物館
等で収集されてきたことであろう。
　また、『佐渡相川の歴史　墓と石造物　資料集2』［相川町史編纂委員会1973］の一節（p281～287）
では、相川という現存する町に今ある人々の暮らしの中に分け入り、目にする石造物をコラム形式で書き
連ねている。その一節には次のような石造物が出てくる。
　石段、石垣、石橋、墓の基礎石、墓石、鉱山臼、石塀、鳥居、灯籠、水鉢、石仏、狛犬、土台石、戸前
石、板石、棟石、鬼瓦、トヨ石、石倉、粉すり臼、石ひびつ、はしり（流し）、へっつい（カマ）、火消し
壷、モチつき臼、井戸ゲタ、のぼり枠石
以上のように多岐にわたる問題意識の前に筆者らは、相川の町に分布する石造物を「相川」というくく
りでとらえられるようにするために、個別の分野には敢えて深入りせず、傭轍的な分類をするよう努めた。
分類に当たっては、島内在住の有識者から実態にあった分類方法について、多大なる教示を受けた。
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2．　本書における器種分類と部位名称
A．石神・石仏
　石神・石仏（せきしん・せきぶつ）　（第15図・16図）
如来、菩薩、天部、明王、羅漢（僧）や、神道における神、各種の土着神を丸彫り、半肉彫り、線彫りし
たもの。中には仏か神かそれ以外の崇拝対照なのか分別の難しいものもあり、本書では敢えて仏か神かを
分類しない。神仏を表した石造物であっても、石塔に文字を刻んで表現してあるものは、石塔のカテゴリ
ーに入れた。
a
倫廻繊倉常
石
第15図　石神・石仏（丸彫り）の形態及び
　　　　部位名・計測部位
a
台
石
第16図　石神・石仏（半肉彫り）の形態及び
　　　　部位名・計測部位
　磨崖仏（まがいぶつ）　　（第17図）
　露呈した岩面や洞窟内の壁面に仏像などを
刻みつけたものを磨崖仏と呼んでいる。
第17図　摩崖仏（線彫り）の形態
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　狛犬（こまいぬ）　　（第18図）
　社寺の守護神として神前に置かれるもので、古くは堂内に置かれていたものが、石造物として野外に置
かれるようになった。鳥居などと同様、江戸中期より全国的にみられるようになった。
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第18図　狛犬の形態及び部位名・計測部位
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庚申塔（こうしんとう）　　（第19図）
　庚申信仰の同信者の集まりである庚申講の人々は、庚申供養塔（略して庚申塔）を造立するのが、一般
的なしきたりになっている。
　ここで庚申塔造立の基盤となっている庚申信仰について説明する。
　庚申とは十干の庚と十二支の申とが結びついた、60年に一回廻ってくる日や年のことである。中国の道
教の思想に三　（さんし）説というものがある。これは、人間の体内に三　という虫がいて、いつも人間
の早死にを望んでいるが、庚申の日の夜毎に、人が眠っている間に、その人の体内から抜け出して天に昇
り、天帝にその人の日常の罪過を上告する。天帝はこれを聞いて、その人の死期を早めるという説である。
　三　の上天を防ぎ、長生きをするためには庚申の日に身を慎み眠らずに、一夜を送ることを「守庚申」
と称している。そして七回守庚申を続ければ、三　は長絶すると説いている。
　庚申塔は文字のみを刻む文字塔と、神仏などの像を刻む刻像塔の二つに大別される。
　文字塔は塔の表面に「庚申」「庚申供養」「庚申塔」「庚申塚」など、庚申を主体とした銘文を彫ったも
の、「青面金剛」「猿田彦命」など、青面金剛や猿田彦命を文字で表したものなどがある。
　刻像塔は圧倒的に青面金剛を刻んだものが多い。
　庚申塔はその全国的分布と数の多さゆえ、本書中では、民間信仰の神仏を表した石造物から独立して分
類した。
第19図　庚申塔の形態及び部位名・計測部位
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　念仏車（ねんぶつぐるま）　　（第20図）
　塔に石製の車を取り付け、その車を回転させること
で念仏を唱えたと見なす石造物があり、佐渡島内では
これを「念仏車」（ねんぶつぐるま）と呼んでいる。今
回の分布調査で扱った石造物の中に一つだけあるが、
その念仏車は、竿の上に半肉彫りの仏像をのせ、竿の
正面には「三界万霊塔」と刻んでいる。
B　石塔
　　板石形石塔（いたいしがたせきとう）
　　（第21図・22図）
　石塔塔身の正面幅に比して、塔身の奥行が大幅に薄
いものを、板石形石塔と分類した。塔身頂部の形態に
いくつかの類型を見出せるが、本書においては細分化
を見送った。
　今回の分布調査で中世の板碑は見つからなかった。
板石形石塔は江戸時代前半の記念銘がある石塔に多い
形態であるが、中世の板碑との関係は明らかでない。
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第20図　念仏車の形態及び計測部位
塔
身
‡
第21図　板石形石塔（塔身が平頂のもの）
　　　　の形態及び部位名・計測部位
a
第22図板石形石塔（塔身が尖頂のもの）の形態及び部位
名・計測部位
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　角柱形石塔（かくちゅうがたせきとう）　　（第23図～25図）
板石形石塔と異なり、塔身の正面幅に比して、塔身の奥行が同じか大差のないものを、角柱形石塔とし
た。角柱形石塔は江戸時代後半には主流を占める形態である。さらに、塔身頂部の形態にいくつかの類型
を見出せるが、本書においては細分化を見送った。
a
畢
租
建
堂
石
第23図　角柱形石塔（塔身が尖頂で段面正方形に近いもの）の形態及び部位名・計測部位
第24図　角柱形石塔（塔身が円頂で段面長方形のもの） 第25図　角柱形石塔（塔身が円頂で段面正方形に近いもの）
～57～
第IV章 石　造物
　笠塔婆（かさとうば）　　（第26図・27図）
　長方形の塔身に像容、種字や名号、題目等を刻し、笠をのせたものがこの笠塔婆である。古いものでは
笠を失ったものもあり、頂部にホゾ穴の有無が問題となる。
a
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珠
笠
塔
身
台
座
基
礎
第26図　笠塔婆（塔身の断面が正方形に近いもの）の形態及び部位名・計測部位
a
1：
1笠
1墓
基
礎
第27図　笠塔婆（塔身の断面が長方形のもの）の形態及び部位名・計測部位
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2．本書における器種分類と部位名称
宝薩印塔（ほうきょういんとう）　　（第28図）
　「宝筐印心呪経」を納める塔としてこの名が生じた。五輪塔と並んで広く普及した塔形である。
　平面は各部とも四角で、基礎、塔身、笠、相輪の部分から成る。
　「宝葺一’
鰍汚h輪i講花
1伏鉢L＿＿一＿＿＿＿一
笠
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ﾋ起　「’一ラー
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第28図　宝薩印塔の形態及び部位名・計測部位
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　五輪塔（ごりんとう）
（第29図）
　上から空輪（宝珠形）、
風輪（半月形）、火輪（三
角）、水輪（円）、地輪
（方形）の五つの部分から
成る。
　はじめ密教系の塔とし
て現れたが、のちに広ま
って全国に分布している。
　一石五輪塔
（いっせきごりんとう）
（第30図）
　一石で五輪塔を作った
ものである。
第30図
空輪
風輪
火輪
水輪
地輪
a
卜
一石五輪塔の形態及び部位　　第29図　五輪塔（組み合わせ）の形態
名・計測部位　　　　　　　　　　　　及び部位名・計測部位
無縫塔（むほうとう）　　（第31図）
　塔身が卵型であり、卵塔とも呼ばれ、はじめ禅宗
の僧侶の墓に用いられ、のちに僧一般の墓となった。
　上から塔身、請花、中台、竿、基礎の部分から成
り、これを重制と呼び、竿の省略されたものは単制
と呼ばれている。　　　　　　　　　　　　　　　a
請花
中芦
闘國歴ぎ阜太　　c
塔
身
工：
第31図　無縫塔の形態及び部位名・計測部位
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2．本書における器種分類と部位名称
　カマボコ形石塔
　（かまぼこがたせきとう）（第32図）
　今回調査した石造物を見る限りで
は、惣墓・惣供養塔として使われる塔
形のようである。
　塔身の断面が半円に近い形をしてい
る。
　自然石石塔（しぜんせきせきとう）
　（第33図）
　角のとれた自然の石を、碑あるいは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　a塔身に用いて、造った塔である。
　その他
　上記のものに当てはまらないものを
その他とした。
分類不能
　石塔のうち、破損して形態がわから
ないものは分類不能とした。
鰻　sh8　　r』輪蘇錨鷲　　・
一　塔　身一
b
墓t
台
石
第33図　自然石石塔の形態及び部位名・計測部位
a
b
　　塔
@　身
C
第32図　カマボコ形石塔の形態及び部位名・計測部位
～61～
第IV章 石　造　物
C　石造物
ア、遺構
　土地に据えられ、そこから頻繁に移動させることを想定していないと思われるものをここに入れた。
　鳥居（とりい）　　（第34図）
　神社の前に必ずといってよいほどあり、石造のものも少なくない。
　江戸時代以前のものは少なく、全国的に造られるようになるのは江戸時代中頃であり、その造立は今日
まで及んでいる。
a
第34図　鳥居の形態及び部位名・計測部位
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2．本書における器種分類と部位名称
石灯籠（いしどうろう）　　（第35図）
　社寺に置かれる石製の灯籠で、本来中心に1個置かれていたものが、のちに対となった。
　上から宝珠、笠、火袋、中台、竿、基礎の部分からなる。
旗悼の台石（はたさおのだいいし）　　（第36図）
　神社で祭礼行事を執り行う際には、社地の入口に旗竿を立てる。旗竿は地面に据えた台石のホゾ穴に2
枚の板を差し込み、2枚の板の間に旗竿を挟んで板をゆわえて固定する。
真上 b
「］ 口
a
a
横
・工
第36図　旗樟の台石の形態及び計測部位
I笠
竃
竿
基
礎
礎
第35図　石灯籠の形態及び部位名・計測部位
敷石（しきいし）　　（第37図）
　地面に板石を敷き詰めて通路としたもの。寺社の入口から本堂・社殿にいたる部分に見られる。
　今回、調査対象としたものの中には、寺社以外にも佐渡奉行所跡の地下に埋もれていた敷石がある。
b
第37図　敷石の形態及び計測部位
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石橋（いしばし）　　（第38図）
　相川には、小河川や多くの水路がある。これらには、江戸時代の記録にも石橋がかかっていたという記
述を見出せる。『佐渡相川誌』［田中圭一1968］
　現在でも、一車線の市道などには石橋がかかっており、それらは、上辺部を広く下辺部の幅を小さくし
た個石をいくつか組み合わせて、半円形にこしらえた「アーチ橋」である。
　また、寺や旧家の庭園には、一石で造った石橋が、池を渡る橋としてかけられているが、これは今回の
調査では残念ながら調査できなかった。［相川町史編纂委員会1973］
アーチ橋a（上流側） アーチ橋b（下流側）
！－＿L＿＿一一二二＝口 　　　　⑧0　1　芝　　　　　　5　　　　　　　　　　　10（■）
アーチ橋8《上流側）西南立面図　1／100 アーチ橋b（下流側）西南立面図
0　　1　　2　　　　　　　　　5（■）
第38図　石橋の形態及び計測部位
石垣（いしがき）
　土留めや土地区画に用いられる。さまざまな積み方があるが、本書では細分しない。
　相川は急峻な地形が多いため、石垣を町のいたるところで見かける。
石段（いしだん）
　同じく、坂道も相川には多い。現在では、コンクリートの階段や近代的なデザインの石段に切り替わっ
たところが多いが、寺院や神社にいたる坂や指定文化財となっている坂は、石段が残っている。
石塀（いしべい）
　相川では、居宅を石製の塀で囲んでいる光景も見られる。
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2．本書における器種分類と部位名称
石祠（せきし）　　（第39図）
　石で造られた家屋形の石造物をいう。石室、石殿ともいう。
a
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第39図　石祠の形態及び部位名・計測部位
石蔵（いしくら）　石材を組み立てて造った蔵が相川に残っている。
イ、建設部材　上記のような遺構を形作る部材をここに括った。
棟石（むねいし）　屋根瓦の頂部に、石製の棟瓦をしつらえている建物がある。
鬼瓦（おにがわら）　石製の鬼瓦を
のせた建物がある。
土台石（どだいいし）（第40図）
　相川郷土博物館に収蔵されている
ものである。建物を建てるときの基
礎にしたものである。
第40図　土台石の形態及び計測部位
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板石（いたいし）　　（第41図）
　相川郷土博物館に収蔵されているものである。家庭の土間、寺社の参道に敷く石を板石という。
　板状に細工した石材で汎用性は高かったことであろう。
　　　　　　　　　　　　」こ：：逼
第41図　板石の形態及び計測部位
間知石（けんちいし）　　（第42図）
　相川郷土博物館に収蔵されているものである。
　四角錘に切った石材の頂部を切り取ったもの。
　石垣や水路の面石に用いられる。
樋（とい）　（第43図）
　相川郷土博物館に収蔵されているものである。
　農業用水や下水を流すために石製の樋を使うこ
とがあった。今回の調査で対象にできたのは、内
部を窟孔し、そこに管を入れるタイプのものであ
る。
・工
、・＼く
／・～ク
第42図　間知石の形態及び計測部位
］
第43図　樋の形態及び計測部位
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2．本書における器種分類と部位名称
井戸枠（いどわく）　　（第44図）
相川郷土博物館に収蔵されているものである。
井戸上の地上部分に置いたものと思われる。漢字の井の形に組んだ木製のものは「井桁」と呼んだ。
井戸蓋（いどぶた）　　（第45図）
相川郷土博物館に所蔵されているものである。井戸枠と対で使用されていたと思われる。
　　　　　ご＼・
　　　　／
　　　　　　　＼＼＼
　　　　　　　＼
1←一一一丁一一一一→1
　第45図　井戸蓋の形態及び計測部位
　　第44図　井戸枠の形態及び計測部位
これら以外にも、礎石など、ここに収録できなかった建設部材があることを断っておく。
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ウ、器具
　土地に長期間据えることを想定しておらず、人間が道具として持ち運びする性格のものをここに括った。
考古学でいう「遺物」に当たる。
　手洗鉢（てあらいばち）（第46図）
　社寺を参詣するとき、身を浄めるため神前に置かれる。江戸時代後半には、鳥居と同様に手洗い鉢のな
い神社はないほど多く造られ、その正面に多様な銘文が彫られるのも特徴である。
トー一一一一」L－一一一一＿→1
第46図　手洗鉢の形態及び計測部位
　水槽（すいそう）（第47図）
　手洗鉢と異なって、器壁が薄く一定の厚さであり、内法が深い。手洗い鉢と同じ用途で寺社に置かれて
いる場合もあり、また、防火水槽として置かれている例もある。
第47図　水漕の形態及び計測部位
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2．本書における器種分類と部位名称
花生（はないけ）（第48図）
墓前や仏前に置かれ、仏や死者に供える草花を挿す孔を穿つ。
　粉挽臼（こひきうす）（第49図）
　相川郷土博物館に収蔵されているものである。
　下臼の上に上臼を乗せ、下臼を床面に固定してその上に乗っている
上白を回転させることによって、主に穀類・豆類をすり潰す。
　相川地区では、豆腐を作るために、蒸した大豆をすり潰す場合が多
かったと思われる。
　　　　トーτ→1
第48図花生の形態及び
　　　　計測部位
上　白 下　臼
・°
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芯棒孔
第49図　粉挽臼の形態及び部位名・計測部位
　摘臼（つきうす）　　（第50図）
　相川郷土博物館に収蔵されているものである。
餅を摘くのに使ったと思われる。蒸すか炊いた餅米をこの臼の
中に入れて、杵で強く何度も圧迫していると餅になる。
第50図　掲臼の形態及び計測部位
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石流し（いしながし）　　（第51図）
相川郷土博物館に収蔵されているものである。
石製の流しである。現在でも台所などに置いている家がある。
すり鉢（すりばち）　（第52図）
相川郷土博物館に収蔵されているものである。
・工
トー一」L－→1
第52図　すり鉢の形態及び計測部位
重し（おもし）（第53図）
相川郷土博物館に収蔵されているものである。
把手を彫りだしたものである。
火消壼（ひけしつぼ）　火消壼蓋（ひけしつぼふた）（第54図）
相川郷土博物館に収蔵されているものである。
｛ζ≦［⊃
　　　　　　　　　　　　第54図　火消壼・火消壼蓋の
　　　　　　　　　　　　　　　　形態及び計測部位
松明台（たいまつだい）　　（第55図）
相川郷土博物館に収蔵されていたものである。
b
b
仙 ／a
¢
　’
　，’E，’”
㌔
第55図　松明台の形態及び
　　　　計測部位
1㌣一一一一一一
第51図　石流しの形態及び計測部位
｛ 　　　　　　　　　’　　　　　、、●一’、　、一一一一，＿＿一一，一一’
b 1
第53図　重しの形態及び計測部位
c至［＝コ
硯（すずり）　（第56図）
佐渡奉行所跡から出土したものである。
佐渡奉行所跡に勤めた人たちの識字文化を物語る石造物である。　　第56図　硯の形態及び計測部位
～70～
2．本書における器種分類と部位名称
　碁石（こいし）　　（第57図）
　佐渡奉行所跡から出土したものである。
　佐渡奉行所跡に勤めた人たちが興じた遊戯の一端を物語る石
造物である。
・1　　　く一一一゜　へ　　　’＜プ
第57図　碁石の形態及び計測部位
　砥石（といし）（第58図）
佐渡奉行所跡から出土したものである。
地均石（じならしいし）（第59図）
　相川郷土博物館に収蔵されてい
るものである。
　水がかりの悪い田や水はけの良
い田では、田面に泥を塗りこめて、
用水を最大限に有効利用しなけれ
ばならなかった。
　その、泥を塗りこめるのに用い
た石である。端に穿った孔に綱を
とおして、人力で引いて使った。
ト」→1
第58図　砥石の形態及び計測部位
『
トーL＞1
第59図　地均石の形態及び計測部位
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漁具（ぎょぐ）（第60図）
相川郷土博物館に収蔵されているものである。
漁網の錘に使われたものと思われる。
トτ→1
第60図　漁具の形態及び計測部位
　拍石（はたきいし）（第61図）
　相川郷土博物館・佐渡奉行所跡に収蔵されて
いるものである。
　採掘した鉱石を製錬する作業場に搬入する
と、まずこの拍石に穿たれた孔に鉱石を入れて、
粗割りした。呼称は鉱山によって異なる。
　例えば、島根県の石見銀山では「要石（かな
めいし）」と呼んでいた。
　また、採掘する鉱物に質によっては、拍石に
よる粗割りが必要ない場合もあった。
トー一一ユー一一→1
］
拍穴（はたきあな）
しン誌
　　　／
第61図　相石の形態及び部位名・計測部位
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鉱山臼（こうざんうす）（第62図・63図）
相川郷土博物館・佐渡奉行所跡に収蔵されているものである。
粉挽臼同様に、上臼が柏の上に乗って、上白の重みですり潰す道具である・糎臼と異なる点は・上
臼．下臼の輌に目を刻んでいないことと、上白の中心に轍という孔があり・轍が芯椴けと供給孔
の役割を兼ねていることである。
、＼
　　㊦一
柄穴（穴）
供給孔
磨面
b
軸穴
のくばり（溝）
　　　　　　　　，メs
｛ ＼
’＜）
柄穴（穴） ＼
軸穴
箆
1＼1
供給孔
リンズ痕
ものくばり（溝）
第63図　鉱山臼（下臼）の形態及び
　　　　部位名・計測部位
第62図　鉱山臼（上白）の形態及び部位名・計測部位
エ、その他
　句碑（くひ）（第64図）
　文人の句を刻んだ碑である。相川郷土博物館に
収蔵されていたものを収録した。
第64図　句碑の形態（一例）及び計測部位
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轄における頒は石造物の形態に着目したものである．しかし、「何に見立てたか」に都した頒
は宗教史の立場では重要とされている・この「何に見立てたか」という観点｝ま特に石仏．石榊硝と、、
った信仰に関する磁物の分類に賄効な場合が多い．轄における形齢類と「何に見立てたか」との
対照を表にすると次のようになる。
第1表 石造物の形態と使用目的　対照表
神仏そのもの
民間信仰の塔（刻像塔）
日待系統の塔…　　日待塔、甲子塔、巳待塔
月待系統の塔…　　二十三夜塔、二十二夜塔、二十一夜塔、二十日待塔、十
　　　　　　　　　九夜塔、十八夜塔、二十六夜塔、
　　　　　　　　　　　その他の月待供養塔
道祖神塔
自然神信仰の塔…　　山神塔、水神塔、金神塔、地神塔、雷神塔
馬の守護神の塔…　　馬頭観音塔、馬握神塔、蒼前神塔．
その他の民間信仰の塔…　　天神塔、淡島信仰の塔、恵比須塔、
　　　　　　　　　　　　　庖瘡神塔、聖徳太子塔、田の神塔、
　　　　　　　　　　　　　石敢当、動物供養塔
山岳信仰の塔…　　大峰信仰の塔、大峰講碑、富士講碑、御嶽講碑、
　　　　　　　　　霊神塔、出羽三山塔、大山信仰の塔、三峰信仰の塔、
　　　　　　　　　古峰信仰の塔、妙義信仰の塔、戸隠信仰の塔、
　　　　　　　　　白山信仰の塔、立山信仰の塔、秋葉信仰の塔、
　　　　　　　　　愛宕信仰の塔、金畢山信仰の塔、その他
名神大社信仰の塔…　　伊勢信仰の塔、天神信仰の塔、金毘羅信仰の塔、
　　　　　　　　　　　青麻信仰の塔
念仏塔…　　念仏供養塔、百万遍念仏塔、常念仏塔、踊念仏塔、
　　　　　　天道念仏塔、六斎念仏塔、四十八夜念仏塔、百堂念仏塔、
　　　　　　斎念仏塔、不食念仏塔、寒念仏塔、夏念仏塔
巡拝塔…　　三十三番巡拝塔、百番巡拝塔、六十六部廻国塔
その他の仏教関係の塔…　　三界万霊塔、章酒塔、
　　　　　　　　　　　　石橋・道路・石階供養塔、名号塔、
　　　　　　　　　　　　題目塔、餓死供養塔
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形態
石　塔
　板石形石塔
　角柱形石塔
　笠塔婆
　宝俵印塔
　五輪塔
　一石五輪塔
　無縫塔
　　カマボコ形石塔
　　自然石石塔
　その他
　　分類不能
2．本書における器種分類と部位名称
何に見立てたか（使用目的）
墓塔
供養塔
逆修塔
顕彰碑
記念碑
道標
寺標
民間信仰の塔（文字塔）
日待系統の塔…　　日待塔、甲子塔、巳待塔
月待系統の塔…　　二十三夜塔、二十二夜塔、二十一夜塔、二十日待塔、十九
　　　　　　　　　夜塔、十八夜塔、二十六夜塔、
　　　　　　　　　その他の月待供養塔
道祖神塔
自然神信仰の塔…　　山神塔、水神塔、金神塔、地神塔、雷神塔
馬の守護神の塔…　　馬頭観音塔、馬歴神塔、蒼前神塔
その他の民間信仰の塔…　　天神塔、淡島信仰の塔、恵比須塔、
　　　　　　　　　　　　　庖瘡神塔、聖徳太子塔、田の神塔、
　　　　　　　　　　　　　石敢当、動物供養塔
山岳信仰の塔…　　大峰信仰の塔、大峰講碑、富士講碑、御嶽講碑、
　　　　　　　　　霊神塔、出羽三山塔、大山信仰の塔、三峰信仰の塔、古峰
　　　　　　　　　信仰の塔、妙義信仰の塔、戸隠信仰の塔、
　　　　　　　　　白山信仰の塔、立山信仰の塔、秋葉信仰の塔、
　　　　　　　　　愛宕信仰の塔、金畢山信仰の塔、その他
名神大社信仰の塔…　　伊勢信仰の塔、天神信仰の塔、金毘羅信仰の塔、青麻
　　　　　　　　　　　信仰の塔
念仏塔…　　念仏供養塔、百万遍念仏塔、常念仏塔、踊念仏塔、
　　　　　　天道念仏塔、六斎念仏塔、四十八夜念仏塔、百堂念仏塔、斎念仏
　　　　　　塔、不食念仏塔、寒念仏塔、夏念仏塔
経典に関する塔…　　経典読諦塔、経典書写塔、一字一石塔、
　　　　　　　　　　　　光明真言塔
巡拝塔…　　三十三番巡拝塔、百番巡拝塔、六十六部廻国塔
その他の仏教関係の塔…　　三界万霊塔、輩酒塔、
　　　　　　　　　　　　　　　石橋・道路・石階供養塔、名号塔、
　　　　　　　　　　　　　　　題目塔、餓死供養塔
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形態 何に見立てたか（使用目的）
鳥居 鳥居
石灯籠 石灯籠
旗樟の台石 旗樟の台石
敷石 敷石
石橋 石橋
石垣 石垣
石段 石段
石塀 石塀
石祠 石祠
石蔵 石蔵
棟石 棟石
鬼瓦 鬼瓦
土台石 土台石
板石 板石
間知石 間知石
樋 樋
井戸枠 井戸枠
井戸蓋 井戸蓋
手洗鉢 手洗鉢
粉挽臼 粉挽臼
摘臼 掲臼
石流し 石流し
すり鉢 すり鉢
重し 重し
火消壼 火消壼
松明台 松明台
硯 硯
碁石 碁石
砥石 砥石
地均石 地均石
漁具 漁具
拍石 拍石
鉱山臼 鉱山臼
句碑 句碑
～76～
3．石造物各説
3．石造物各説
佐渡市下相川（図版1・32－1～5）（第1・8・9・14図）
1　伝真光寺元屋敷地主衆霊塔（図版1・32）（第14図）
　大佐渡スカイライン沿いの林の中にある。切石の台石・台座を据え、塔身がのっている。塔身正面は額
を縁取りし、丸彫りの仏像をはめ込む。仏像の石材は安山岩である。塔身右側面には願文を、左側面には
年月及び施主名を、裏面には石工名を刻む。
　この石塔が建っているのは、真光寺という寺院の境内だったと伝わっている。
2　佐渡奉行　鎮目市左衛門惟明　墓（図版1・32）
　　　　　　　　　　　　　　　　新潟県指定文化財「相川鉱山遺跡（鎮目奉行の墓）」（記念物　史跡）
　1618（元和4）年に佐渡奉行になり、10年間佐渡奉行を務めた。大久保長安の没後、衰退に向かってい
た金銀山を復興するため、山師に銀の貸与や生産資材を供給し、大工・穿子には銀や米を前借りさせて生
計の安堵を図るとともに、鉱山労働力の保持のため米を市価より安く払い出すなど、積極的な産金政策を
行った。また、貨幣流通の円滑化と、銀の国外流出防止のため佐渡一国限り通用の極印銀を鋳造すると同
時に、上納金輸送の安全と、金銀山入用費の逆輸送による経費を節減するため、相川で小判を鋳造するな
ど経済面にも意を用いた。このため山は活気を取り戻し、産金量は増えて相川は賑わいを見せた。
　1627（寛永4）年に亡くなった。島民から「鎮目さん」と親しまれ、徳を偲んで毎年7月14日にはにぎ
やかな供養祭が行われていた。現在建っている墓は1845（弘化2）年の造立である。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p721～722
3　富崎　鬼瓦・棟石（図版1）
　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』所収の写真を掲載した。
4　下相川　石蔵（図版1）
　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』所収の写真を掲載した。
5　富崎　線彫不動磨崖仏（図版1・32）
　線彫の不動磨崖仏。向かってやや左向きの両眼を開く座像で、像高はおよそ37cm、右手に宝剣、左手に
絹索をほぼ像の中ほどに持つ。像背後の火焔光と、像下の蓮華座の蓮弁もかすかにうかがえる。
　金銀山が開発される前後、桃山期頃のものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p510～511
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p128～129
戸河神社（図版1・33－6～8）（第1・8・9図）
6　戸河神社　石垣（図33）
　下相川の海べりに小高い岩山があるが、その地形を利用して戸河神社が建っている。これは戸河神社の
ある平坦面を支えている石垣である。大きさは不ぞろいであり、ある程度成形を施した石を面石に用い、
内側へ丸みをもたせた積み上げ方をしている。
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参考文献　　「佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p281
7　戸河神社　手洗鉢①（図版1・33）
　社殿に向かって左右に設置されている手洗鉢のうち、左側にあるもの。正面には「文久四歳…　　奉
献…　　盟水　当所若者中」と刻む。
8　戸河神社　手洗鉢②（図版8・33）
　角張った造りで、脚部も前後にくり抜いているのみである。正面に「天保二卯年　奉献　吉田周明」と
刻む。
戸河山　本興寺（図版1・33－9～ll）（第1・8・9図）
9　石屋　山本平三郎　墓（図版1・33）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取りして髭題目等を刻む。塔身正面
根部には蓮華文を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p204
10　石屋　本間又右衛門　墓（図版1・33）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取りして俗名及び年号等を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p236
ll本興寺　情死の墓（図版1・33）
　切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身の正面に年月と「情死の
墓」と刻む。以下、参考文献より引用した記述である。
　「情死墓」施主　水金町宿屋中
　安政六年五月一日　奉行所山方役高野忠左衛門下男虎吉、二十四歳、水金町松本屋広吉抱遊女柳川、二
十歳、本興寺墓地而開相対死。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡金山』　磯部欣三　著
佐渡市相川水金町（図版34－12）（第1・8・9図）
12　相川水金町　石橋（アーチ橋）　　（図版34）
　水金川にかかっている。切石をアーチ状に積む「アーチ橋」である。
　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p280～287
水金山　専光寺跡（図版2・34－13～17）
13　地役人　和田市左衛門　墓（図版2・34）
　切石の台石・台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取り、法名及び年月を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p223
～78～
3．石造物各説
14　地役人　和田与右衛門　墓（図版2・34）
　台石・台座に該当する部位は見当たらない。板石形の塔身正面には法名及び年月を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p231
15　専光寺跡　五輪塔（図版2・34）
　空輪と風輪が欠落して見当たらない。現存する各輪に「火」「水」「地」と刻む。また、地輪正面には、
法名及び年月等を刻む。
16　常照院心誉居士　墓（図版2・34）
　空輪・風輪・火輪が欠落して見当たらない。現存する各輪に「水」「地」と刻む。また、地輪正面には
法名及び年月等も刻む。
17専光寺跡　徳本上人六字名号塔（図版2・34）
　徳本上人は浄土宗捨世派の僧。捨世派とは、既成の寺檀関係や共同体に制約されない布教活動を行う脱
体制派である。全国各地に足跡を残すが、佐渡に来た記録はない。佐渡には五つの講中があり、このうち
相川には柴町講i中・大安寺講中・立岩寺講中があった。
　この塔は寺院門前標柱と相対していたらしい。名号の書体は中山旧道の馬清水の近くにある石塔と同じ
特徴がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p503
相川郷土博物館（図版2～7・35～38－18～93）（第1・8～10図）
18～23相川郷土博物館　丸彫地蔵①～⑥（図版2・35）
　相川郷土博物館所蔵の石仏。地蔵菩薩を丸彫りする。
18相川郷土博物館　丸彫地蔵①
　　　佐渡群書文庫資料（岩間徳太郎氏収集）である。
19相川郷土博物館　丸彫地蔵②
　　　佐渡群書文庫資料（岩間徳太郎氏収集）である。
20相川郷土博物館　丸彫地蔵③
　　　佐渡群書文庫資料（岩間徳太郎氏収集）である。
21相川郷土博物館　丸彫地蔵④
　　　佐渡群書文庫資料（岩間徳太郎氏収集）である。
22相川郷土博物館　丸彫地蔵⑤
　　　佐渡群書文庫資料（岩間徳太郎氏収集）である。
23相川郷土博物館　丸彫地蔵⑥
　　　佐渡群書文庫資料（岩間徳太郎氏収集）である。
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24　相川郷土博物館　鐙彫地蔵（図版2・35）
　計良勝範氏所蔵　鉱山坑内より出土
　相川金銀山の廃坑の一つから発見したもので、採石した金鉱石の捨石の正面に、鐙彫りしてあるもので
ある。岩石は、高さが約30㎝、厚さ約8cmくらいの小さなものであるが、正面は平らで、下方をやや広く
し、上方はやや細め山形にしている。正面には鎖で彫ったと思われる像を線彫りするが、像高約14cmで、
頭は丸め、さらに頭光をつけ、右手には錫杖と思われるものを肩にかつぐように彫っている。顔相などは
省略したものであろう。全体に単純で省略した線にかえって力強さを感じる。頭を丸めていることで持物
と錫杖とみて、地蔵菩薩と考えられる。また裏面には同様に鐙で下方に大きく「山」と彫っている。
　すなわち、この資料は、相川金銀山の坑内から出たものであり、「山」は金銀山をあらわすであろうし、
鉱内深く入って鐙をふる金掘の刻んだものとみてよいであろう。
　江戸時代、盛況な相川金銀山に働く金掘たちの信仰の一面を物語る資料である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　pl90
25～41相川郷土博物館土台石①～⑰（図版2・3・35）
26　現博物館展示室の床にあった。鉱山事務所時代　金庫かストーブがあった場所という。
42～45相川郷土博物館　板石①～④（図版3・4・36）
42相川郷土博物館　板石①
　現博物館展示室の床にあった。鉱山事務所時代、金庫かストーブがあった場所という。
43相川郷土博物館　板石②
　現博物館展示室の床にあった。鉱山事務所時代、金庫かストーブがあった場所という。
44相川郷土博物館　板石③
　現博物館展示室の床にあった。鉱山事務所時代、金庫かストーブがあった場所という。
45相川郷土博物館　板石④
　現博物館展示室の床にあった。鉱山事務所時代、金庫かストーブがあった場所という。
46～54相川郷土博物館　間知石①～⑨（図版4・36）
55　相川郷土博物館　樋（図版5・36）
56～57　相川郷土博物館　井戸枠（図版5・36）
58　相川郷土博物館　井戸蓋（図版5・36）
59相川郷土博物館　コタッのおとし（図版5・36）
　炭を入れる。
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60　相川郷土博物館　水槽（図版5・37）
　相川南沢町の元佐渡支庁長公舎の庭にあったもの（寄贈）。その前の場所は不明である。
61～66　相川郷土博物館　粉挽臼（図版6・37）
67・68粉挽き臼セット（図版6・37）
68豆腐用の臼であったものを蕎麦挽き用に目をたてなおしたものという。
69　相川郷土博物館　掲臼（図版6・37）
70～72相川郷土博物館石流し①～③（図版6・37）
73～75相川郷土博物館　すり鉢①～③（図版6・37）
73相川郷土博物館　すり鉢①
　魚のすり身を作るのに使用した。
74相川郷土博物館　すり鉢②
　魚のすり身を作るのに使用した。
75相川郷土博物館　すり鉢③
　魚のすり身を作るのに使用した。
76相川郷土博物館重し（図版6・37）
77　相川郷土博物館　火消壷（図版6・37）
　余ったオキを入れ、蓋をして消し炭を作る。
78　相川郷土博物館　火消壷蓋（図版6・37＞
　　余ったオキを入れ、蓋をして消し炭を作る。
79　相川郷土博物館　火消壷（図版6・38）
　　余ったオキを入れ、蓋をして消し炭を作る。
　80　相川郷土博物館　松明台（図版6・38）
　　松脂をたくさん含んだ松材をのせ、明かりをとった。
　81・82相川郷土博物館地均石①・②（図版7・38）
　81春先、田の中を引き回し、田の水漏れを防ぐ作業をするのに用いた。
　82春先、田の中を引き回し、田の水漏れを防ぐ作業をするのに用いた。
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83　相川郷土博物館　漁具（図版7・38）
84～92　相川郷土博物館　鉱山臼（図版7・38）
85　濁川上流より流れてきた。採集資料。採集したのは、2001（平成13）年頃。
86　石臼。濁川（北沢）工事中に出土した。
88　北沢新橋工事中に出土した。
90　以前から博物館にある。
92@北沢新橋改修工事のとき川の右岸（海から見て右側）から出土した。中心の穴に木の軸片が残ってい
る。
93　相川郷土博物館　「竹梅塚」（松尾芭蕉の句碑）（図版7・38）
　江戸時代、佐渡は俳譜が盛んであった。俳聖松尾芭蕉を慕う俳人によって各地に芭蕉の句碑が建てられ
た。相川には桜塚・竹梅塚・扇塚の三基がある。桜塚は相川一町目の永宮寺にあると伝えられる。
竹梅塚は相川南沢町の長明寺の近くで見つかった．「もろこしやかどにいつカ・のたけにうめ」と読
める。扇塚の所在と句は不明である。
佐渡市相川下山之神町（図版8・39－94～97）（第1・8～10図）
94　儒者　圓山浜北先生　墓　　（図版8・39）
　自然石の台石の上に角柱形の塔身がのっている。塔身正面には俗名、裏面には生前の経歴を刻む。
　1816（文化13）年生まれ。1836（天保7）年、江戸へ出て、経史を修める。その後、帰郷。1855（安政
2）・修教館の搬となり・1876（明治9）年に鰍館が廃止されると家塾（学古塾）で門弟の縮に努
めた。
学古塾からは・酬郁次郎・森知幾・山本悌二郎、襯由之、岩木拡、柏倉一徳、高田慎蔵、長谷川清、
浅香周次郎などたくさんの人材を輩出している。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p732～733
95大平淡墓（図版8・39）
　切石の台石を据えているが、角柱形の塔身は転落している。塔身頂部は表面が剥離している。塔身正面
には法名を刻み、側面に年月を刻む。
　先祖は土佐国出身。1601（慶長5）年、佐渡へ渡り、相川に住んで、代々医を業とした。四代目道悦は、
益田鯛とともに搬の韓を調査し・それをもとに「佐州醐帳」を編纂．この珈こよって佐麟行所
付の医師となった。ここにあげた大平淡は九代目昌清であるといわれている。
　塔身は台座から転落して、頂部は剥離している。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　『佐渡相川の歴史資料集2　墓と石造物』　p731～732
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96　厳常寺坂　石祠・地蔵（図版39）
　96－1は厳常寺坂中腹、法泉寺への入口付近にある。祠の中に石仏群を収める。右柱・左柱の正面には
「念仏講中・・…　　」やその世話人名を刻む。
　96－2は厳常寺坂の登り口にある。祠は石製でなく、コンクリート製である。祠の中には丸彫りの地蔵
を5体、半肉彫りの地蔵1体ほどを収める。
97　厳常寺坂　石段（図版39）　佐渡市指定文化財（記念物史跡）
　濁川を境に、陣屋に向かう帯刀坂と対象に、下山神台地に通じる石段道が厳常寺坂である。
　石段に沿って、左側は地役人天野氏邸跡のみごとな石垣、総源寺末寺の長泉寺跡、その奥が日蓮宗法泉
時と続く。右側は浄土宗厳常寺跡、法泉寺墓地跡、厳常寺墓地跡、長泉寺墓地跡と今は荒廃した石垣を残
すだけである。
　寺院や墓地が集まっていた跡だけに、石段の両側には今も地蔵が多い。138段の坂は昔のままで、両側
は小高い丘の樹林に囲まれて、いつも陽のあたらない感じである．。
　役人が、東照宮や大山砥神社・八幡神社に詣でるのに陣屋からの最短距離に開いた道と思われる。
　全長225．2mのこの石段は、また庶民信仰の坂道として、下山神台地への唯一の歴史を語るみちである。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『相川町の文化財』　p88
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p280～287
大山砥神社（図版8・39・40－98～101）（第1・8～10図）
98神官　安岡氏霊神（図版8・39）
　安岡家の先祖は石見国の出身で、1605（慶長10）年に佐渡奉行大久保長安が建立した金銀山総鎮守大山
砥神社の社人として招かれ佐渡へ渡った。石塔の造立年代は不明だが、文化・文政期頃と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』p677
99　大山砥神社　石灯籠（図版8・39）
　神社鳥居奥の敷石左右に建っており、一対を成す。竿の正面に「奉献石灯籠　二基」と刻む。
100　大山砥神社　石垣（図版40）
　大山砥神社社殿の裏は、山であり、さらに標高を上げていく。社殿裏の山を土留めしている石垣である。
石の大きさは一定で、切石を用い、表面はビシャン仕上げを施している。
　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p280～287
101大山砥神社　手洗鉢（図版8・40）
　大山砥神社と安岡氏宅との間にある池の端にあて、台石もなく、底部が土に埋まっている。大山砥神社
の手洗鉢。正面に「安永八年　奉納　井坂亦兵衛源信口」と刻む。
　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p115～117
～83～
第IV章 石　造　物
青嶽山　総源寺（図版8・9・40・41－102～108）（第1・8～10・12図）
102　佐渡奉行　篠山十兵衛景義　墓（図版8・40）
　自然石の台石の上に角柱形の塔身がのっている。塔身正面に俗名を刻む。
幕臣新村孫三郎の次男として生まれ、篠山家の養嫡子となり、篠山家の跡を継いだ。御勘定吟味方改役、
評定所留役、関東郡代支配、摂津国西成代官、御勘定吟味役を歴任し、1816（文化13）年、佐渡奉行とな
った。
　1817（文化14）年に佐渡に来島したが、体調が思わしくなく、着任後4か月余りで亡くなった。
　墓地は3．2m四方に土盛りし、中央に石英安山岩の自然石を置き、その上に飾りのない簡素な造りをし
た塔身に俗名を配し、裏面には遺徳を偲んだ碑文を刻んである。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p714～715
103　佐渡鉱山供養塔（図版8・40）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身正面に「供養塔」と刻む。
　1934（昭和9）年に佐渡鉱山が事故死した従業員の冥福を祈って建立したものである。合葬墓。
104　佐渡奉行　鈴木伝市郎正恒　墓（図版8・40）
　幕府御勘定吟味役から、1828（文政11）年に佐渡奉行となる。
　在任前半は、鳥越間歩で新鉱を掘り当て、中尾間歩の水貫工事を完成させるなど積極策を展開させる。
　しかし、在任後半は、災害と冷害による凶作、津波、相川の大火に見舞われ、世情が不安定となった。
　1835（天保6）年、持病の腹痛が悪化、1836（天保7）に亡くなった。
　墓所を区画する周囲の敷石もなく、質素な造りである。角柱形の塔身は三段に重ねた台石の上にのせ、
正面に俗名を、右面に法名と年月を刻むが、左面と裏面には彫りがない。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p718～719
105　佐渡奉行　飯塚伊兵衛英長　墓（図版9・40）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が正方形に近い。塔身正面・右
側面・左側面・裏面ともに額を縁取りする。正面には俗名を刻み、右側面には家紋・法名を、左側面には
年月を刻む。
　元二の丸御留守居役の後、1788（天明8）年、佐渡奉行となった。在任中は三度、来島した。
　また、鉱石製錬・精錬を買石達に委託して奉行所の人員を削減し、節約した財源を金銀山の経営に充当
するようにしたが、充分な効果をあげられなかった。佐渡来島中の1794（寛政6）年に亡くなった。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p711～712
106　地役人　根本与左衛門　墓（図版9・41）
　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』には地輪のみ写っている。近年修復されたものらしいが、
空風火水各輪は別人のものかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　pl65
107　比丘尼　織田清音尼　五輪塔（図版9・41）
　各輪に「空」「風」「火」「水」「地」と刻む。
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細瀧尼は湘川水金町の楼閣で「螂の開祖」と言い伝えてきた人物である・相川水金町は宝暦年
間（1751－1764）に猷町の起源や由来について佐麟行所への書き上げを残しているが請音尼に触れ
たものはない。
従って、清音尼の螂開祖説は、江戸時イざの初期に相川柄杓町に住んだ比丘尼を思咄しながら・幕末
に造られた伝説である．清音尼は「上相川」にあった相川奈良町の女少音寺の願主と伝わる・妙音寺は相lll
下山之神町の総源寺へ合寺された。この五輪塔は清音尼のものと伝わっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p176
108　地役人　内藤兵衛門室　墓（図版9・41）
　各輪に「怯」「伽」「羅」「婆」「阿」と刻む。また、地輪正面には法名及び年月も刻む。
内蘇の先祖は、毛利家に仕えていたカ・・16・7（昧12）年に搬へ渡ってきた・鞭｝郎楠
門は1618（元和4）年より醗奉行所役人となり、以後、代々地役人を務めた・初代より地方（＝農村部〉
との関係が密で、新田開発に力を入れた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p184
相栄山　大乗寺（図版9・41～51－109～111）（第1・8・9図）
109　大乗寺　四国八十八箇所石仏（図版9・41～51）
大乗寺本堂の裏山へと上がってゆく石段を登る瞠がある・堂をとりまいて切石の台石があり・91体の
石仏がのっている．石仏の本伽ま光背を韻い、半肉彫りの座像等である・石仏の数から・四国八＋噛
所石仏をかたどったと思われる．表面は風化情しく、鍛等は判読できな…これらの造立年代を示す
ものも見当たらない．本書では、堂への入・を起点に、反時計回りに各石仏幡号をつけ・それを梼号
として例えば「109－1」「109－91」というように表示した。
110　岡林伝右衛門義見　墓（図版9・51）
空靴風輪が欠落して見当たらない．現存する各輪に一字ずつ種字を刻む・また・地輪正面は風化糖
しく、銘文を判読できないが、蓮華文も刻んでいるのが確認できる。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p172～173
111商人　山本重右衛門　墓（図版9・51）
　各輪に種字を刻む。また、地輪正面には蓮華文も刻んでいる。
八幡宮（図版9・51－112）（第1・8～10図）
ll2　八幡宮　手洗鉢（図版9・51）
　上面に対し、底面が狭く、立ち上がりが広がって見える。
　正面に「奉献」と刻む。右側面に年号、左側面に施主名を刻む。
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法栄山　法泉寺（図版9・10・51・52－113～116）（第1・8～10図）
113　地役人　川野伊兵衛　墓（図版9・51）
妬の台石’台座を擬・板石形の糖がのっている．塔身正面には額を鰍りし、法名及び年月を刻
む。左右に笠塔婆や板石形塔婆が四基並んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p216
114　地役人　水品安右衛門　墓（図版9・52）
切石の台石冶座を撤・板石形の塔身がのっている．鵜正面に噸を縁取りし、法名等を刻む．塔
身正面根部には蓮華文を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p248
115　地役人　水品安右衛門一族　墓（図版9・52）
切石の台石’台座の上に角柱形の塔身が立つ・糖正面に額を縁取りし、法名を刻む。左面．裏面には
当家の由緒が彫られている。
116　地役人　須田富守　墓（図版10・52）
切石の台石を撤ている・蓮弁橡った台座に塔身から上の部分がのっている．塔身は断面が長方形で
ある。塔身正面は額を縁取り、法名・年月・俗名を刻む。
須田家の先祖は甲州出身で・武田家の滅亡後・甲府樋に仕えたがに男と三男は醗へ渡り、三男六
右衛門が佐渡奉行所役人となった。富守は三代目。
1744（延享元）年に伊東玄基に・それまで集めていた諸家の記録暢敵料を示して、r佐灘勝志』
を編述させた・また・1722（享保7）年には・江戸上縫繍送旅行の一部始終を日記風1こ記した「江戸
日記」を残している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p704
万宝院跡（図版10・52－117）（第1・8・12図）
117　法印自顕　碑（図版10・52）
「上相川」へ上がる茶屋坂の南側土手上の僅かな平地に、かつて寺か修験の場があったらしく、今も数
体の石繊が立ち並んでいる・この平坦地1ま「万宝院」という寺院の跡である．その」ヒ側に酬していた
墓塔である。角柱形の塔身正面に法名及び年月を刻む。
専照寺跡（図版10・52・53－118～126）（第1・8・12図）
118四体合墓釈大安他墓（図版10・52）
切石の台石’台座を据え・角柱形の塔身がのっている．糖正面には法名を刻み、右側面に年月、左側
面に年月・法名を刻む。四体合墓（二代？）か。
119　釈　善立　墓（図版10・52）
切石の台石を据えている漣弁を象っ始座の上に触形の塔身がのる．塔身正面は額を繍りし、」去名
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を刻む。塔身右側面には年月、左側面には「松島氏」と刻む。
松島氏の総墓と並んでいる。
120　釈　尼照念　墓（図版10・52）
切石の台石．台座を撤、角柱形の鵜がのっている．塔身正面は額を縁取りし・法名を刻む・塔身右
側面には俗名、左側面には年月を刻む。
　相川大工町佐藤家の惣墓に並ぶ無縁墓。記された没年は惣墓のそれより20年程古い。
121釈現善墓（図版10・52）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身正面には法名を、右側面には年月、左側面
には施主名を刻む。
　没年月日が1名しかなく建立名が刻まれたものである。
122富田家　墓（図版10・52）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の：塔身がのっている。塔身正面は額を縁取りして「元祖之墓」と刻み、
右側面には年月を、左側面には施主名を刻む。
　旧道（掘割坂道）の寺標より8m程登った位置で寺屋敷面より2m上がって北向きに立っている。
　九右衛門なる人物が後に建立したものではなかろうか。1850年と幕末である。
123　佐藤家　墓（図版10・53）
切石の台石．台座を撤、角柱形の塔身がのっている．塔身正面は額を縁取りし・「惣墓」と亥‖む・右
側面には年月及び法名を、左側面には施主名を刻む。台石の重厚さにかかわらず地形により傾いている。
124伊藤家墓（図版10・53）
切石を組み合わせた台石をもつ．カマボコに似た形の塔身力・ある・塔身正面には「伊藤氏」と刻む・幕
末に既に惣墓が存在していることが窺える。
125釈　了空　墓（図版10・53）
空輪風輪．火輪・水輪は欠落して見当たらな・㌔また、地輪正面には法名・年月も亥‖む・法名「釈」
は浄土真宗特有と見られる。
126　専照寺跡　寺標（図版10・53）
　当寺は開基が1615（元和元）で浄土真宗。自然石の平滑面を利用して刻まれているが、面が二重になっ
ている所を巧みに書いている。
妙音寺跡（図版10・53－127・128）（第1・8・12図）
127　妙音寺跡　地蔵（図版10・53）
　光背を背負い、地蔵菩薩の立像を半肉彫りする。台座等は見当たらない。
電柱［上町14］の脇．妙辞跡で、送電柱の脇に現存する・電柱の根掘りで移動したらしい土に埋ま
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っていた。
128　千峯雄條居士　墓（図版10・53）
　角柱形の塔身正面は額を縁取りし、法名を刻む。塔身左右側面に年月等を刻む。127の地蔵尊と並んで
倒れていた墓。
佐渡市上相川町（図版10・54－129～132）（第ユ図）
129　比丘尼　声信院殿観室清音尼禅尼　墓（図版54）
伝承綱信長の息女撒野尼となり・一族を連れて相川の柄杓町に移帷み、一世を風靡し舗音尼の墓
と伝えられる・かつては「声信院殿観室清音禅尼」と讃れたという．（麓三自rr佐渡金鋤史話』）
　現在は風化が激しく、判読できない。
130　方屋西岸信士・信山浄仰信士　墓（図版10・54）
　角柱形の塔身正面は額を縁取りし、法名を刻む。塔身左右側面に年月を刻む。父子墓か。
131正受院三誉相心居士・功徳院性誉妙法大師　墓（図版10・54）
　角柱形の塔身正面は額を縁取りし、法名を刻む。塔身左右側面に年月等を刻む。地蔵尊の脇に横転して
いた碑で、建立場所は不明。
132　上相川町　笠塔婆（図版10・54）
上相川（翻跡）沢北側の急斜面の中断を削平し、喉の墓地を設けたようである．数基の基礎が見受
けられる。植林（杉）端に位置し、標高約250m。台座は五基を数えるが、塔身は倒れているので分から
ない。五輪塔の水輪が転んでいる。
関東稲荷（図版10・11・54－133～136）（第1・8・10・12図）
133　関東稲荷　石塔（図版10・54）
関東酬社殿に向かって右側にある・扁平妬に魚の文様を刻んだものや、‡・石を転用したものを下部
に積み、その上に塔身がのっている。表面の刻字等ははっきりしない。
134　関東稲荷　石段（図版54）
関東稲荷は馴砂岩の相川五良B右衛門町にある．馴の川岸力・ら急斜面の中腹にある社殿へと上ってゆ
く石段は切石を積んで造られている。
135　関東稲荷　石灯籠（図版11・54）
参道石段の左右に同形のもの耀っており・一対を成す．竿の正面に「御神燈」、竿の裏に「石工忠
五郎」と刻む。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p349～351
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136　関東稲荷　手洗鉢（図版11・54）
社殿へと続く石段の登り・にある．正面（こ「文政＋三一一中尾間歩大鋪緒中世話人間之
山　栄治郎」と刻む。
関東酬に近い間の山の緒中が離した手洗鉢で・作業の安全鱗を祈願したものであろう・
称名寺跡（図版11・55－137～139）（第1・8・10・12図）
137　浄西・妙喜　墓（図版11・55）
切石の台石を撤ている．連弁を象った台座に角柱形の塔身がのっている諮身正面は額を糸蒙取りし・
年月・法名を刻む。塔身左右側面は年月等を刻む。
138浄信・妙賢・妙諦墓（図版11・55）
切石の台石．台座を齢魂柱形の塔身がのっている諾身正面は額を縁取りし・法名を刻む・鵜右
側面は年月を刻み、韻面には人名を刻む．祖先の踏鰹として三体の1去名が刻まれたのであろう・
139　古河家父母　墓（図版11・55）
切石の台石を撤、角柱形の塔身がのって・・たらしいが・塔身は倒れている諮身正面は法名’左右側
面は年月と施主名を刻む。
佐渡市相川宗徳町（図版55－140）（第1・8・10・12図）
140　相川宗徳町　石橋（アーチ橋）　（図版55）
濁川（北沢）にかかって・・る．切石をアーチ状に積む「アーチ橋」である・
　140－1は、切石アーチ積1段のうえ、野面石乱積みとする。
アーチ部の切石は幅約3。，m×高さ約24・mとし、中央キーストーンではアーチ部搬切石より離の大き
い幅約3。，m×高さ約48，mの切石を用いる．野面石は短径約21・mから24・m・長径約39・mから45・mとする・石
晒は石顧の材料を用い、山形醜とする．これは大酷嘩岸に恥られてし’る工法曙似する・ア
ーチ裏側は全面モルタル塗りで補修が施され、一部剥離が見られる。
14。－2は14。－1と同様の麟とし、切石アーチ積1段のうえ・野面石乱積とする・アーチ部の切石は幅
約24cm×高さ約36cmとし、中央キーストーンも同じ切石を用いる。
野面石は短径約12，mから21、m、長径約33・mから39・mとする・石晒1まモルタ哺修が施されている・ア
ーチ裏側には「佐渡鉱山　計七年十一月」と刻まれた銘板が取り付けられていた。
妙法山　覚性寺跡（図版11・55・56－141～143）（第1・8・10・12図）
ここにとりあげた3つの石塔は「鯖の墓」とい樋称で呼ばれる・個々の石塔に関する具体的な繍
等．あるいは「熱人」とはどういう人たちか、については他の嫌を参照していただくこととしたい・
141覚性寺跡　題目塔婆（図版11・55）
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切石の台石をもつ。角柱形の塔身正面には髭題目を刻み、台座正面には「江戸」と刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第10号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』plユ0
142　覚性寺跡　無宿人供養塔（図版11・56）
切石の台石をもつ・カマボコに似た形の塔身がある．塔妊面を縁取りして窪め題目と戒名を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第10号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』p110
143　覚性寺跡　無宿人連名供養塔（図版11・56）
　切石の台石をもつ。カマボコに似た形の塔身がある。塔身及び台石に戒名等を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第10号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』p110
佐渡市相川諏訪町（図版11・56－144～146）（第1・8・10・12図）
144　相川諏訪町　丸彫地蔵（図版56）
145の庚申塔の隣にある・コンクリート製の覆屋に丸彫りの地蔵菩薩の立像・座像を収める。
145相川諏訪町庚申塔　　（図版11・56）
　自然石の塔身の正面に「庚申塚」と刻む。
146　相川諏訪町　馬頭観音（図版11・56）
　　石祠の中に収まっている。光背を背負い、馬頭観音の座像を半肉彫りする。
紫雲山　万照寺（図版12・56－147・148）（第1・8・10・12図）
147　流人　大岡源右衛門　墓（図版12・56）
妬の台石冶座を据え・角柱形の鞘がのっている．糖の正面には瀦及び年月を刻み凄面には
俗名を刻む。
慶安の較珀比正雪の片腕となった嬬忠弥｝こ、長屋を槍の道場として貸していたことカ・鑓し、息
子達とともに・1651（慶安4）・罐へ流されてきた．麟では相川諏訪町縮の道場を開き、自活した
が、1657（明暦3）年に病死した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p174
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　pl18
148　流人　大岡源三郎　墓（図版12・56）
切石の台石を据え・角柱形の塔身がのってし・る諮身正面は法名を刻み諮身右倶晒には俗名を刻む。
大岡源禰門の息子魂比正雪が駿府へ出るのに、徽の関所を髄できたのは、源三郎が関所手形を
用意してやったからとい擬いがかかって・・た・父・弟とともに1651（慶安4）年、醗へ流されてきた。
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佐渡では相川諏訪町で槍の道場を開き、自活した。
　しかし、1655（承応4）年に春日崎で自害した。春日崎には槍術の門弟一同が築いたとされる円形の土
塚が残っている。
　墓塔は、石質が安山岩。頭部はずんぐり角を丸めた角柱状の塔身で、浄土真宗に多い簡単な造りである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p174
相川大工町　北野神社（図版12・57・58－149～152）（第1・8・10・12図）
　149　北野神社　狛犬（図版12・57）
　相川大工町北野神社鳥居手前に、阿・件の一対を配す。ともに切石を組み合わせた台石の上に座る。鳥
居正面に向かって右側にあるのが阿像、左側にあるのが眸像である。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p349～351
150　北野神社　鳥居（図版12・57）
　右柱正面には施主名を刻み、左柱正面には年号を刻む。
151北野神社　手洗鉢①（図版12・57）
　鳥居手前の参道左脇にある。正面に「劉漱」と刻む。右側面には施主名を刻む。年代は不明。
152北野神社　手洗鉢②（図版12・58）
　鳥居手前、参道右脇にある。正面に「奉納」と刻む。右側面に「文政九・…　　世話人　藤兵衛」と刻
む。
称名山　大福寺（図版12・58－153）（第1・8・10・12図）
153　遊女　リカ　墓（図版12・58＞
　遊女墓である。切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのっている。塔身正
面に年月・法名等を刻む。塔身右側面に施主名を、左側面に俗名等を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第2号
日没山　西念寺跡（図版12・58－154～157）（第1・8・10・12図）
154　西念寺跡　石仏（図版12・58）
　西念寺跡にある小さな堂に収まっている。156の石塔の向かいにある堂である。光背を背負い、如意輪
観音の半伽思唯像を半肉彫りする。台石正面に「二十二夜」と刻む。
155　喜多平八　墓（図版12・58）
　切石の台石・台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面には額を縁取りし、法名及び俗名当を
刻む。塔身根部には蓮華文を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p194
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156　西念寺跡　名号塔（図版12・58）
　切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面には六字名号を刻み、
塔身裏には年月と「下相川石工　三浦弥兵次」と刻む。
157　西念寺跡　手洗鉢（図版12・58）
　西念寺跡の杉植林の中に残っている手洗鉢である。台石は寄せ集めた切石を組み合わせている。正面に
は「奉献　清浄水」と刻む。左側面銘文から回遊修業者の寄贈と思われる。年号から幕末の作と思われる。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p117～118
厳照山　蓮光寺（図版13・58－158）（第1・8・10・12図）
158　佐渡奉行　本目隼人親英　墓（図版13・58）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身の正面には俗名を、右側面には法名、左側
面には年月を刻む。
　幕府御目付から、1778（安永7）年に佐渡奉行となり、来島した。在任中は江戸無宿の佐渡送りを受け
入れ、坑内の水替えに使役した。これは幕末まで続くことになる。その他、新坑の開発や古坑の再開に積
極的に取り組むが良鉱に恵まれず、景気を大きく回復することはできなかった。1781（安永10）年、在任
中になくなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p708
佐渡市相川大床屋町（図版13・59－159）（第1・8・10・12図）
159　相川大床屋町　石祠・地蔵（図版13・59）
　相川大床屋町を出発し、相川左門町へと上ってゆく「くろ坂」の登り口付近にある。祠の中には丸彫り
の地蔵を2体ほど収める。右柱の正面に「羽田町塩屋町念仏講中・…　　」と刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第3号
大神宮（図版13・59－160・161）（第1・8～10・12図）
160　大神宮　鳥居（図版13・59）
　右柱正面には「施主　鍵買石仲間」と刻み、左柱正面には年号を刻む。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　「佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p113～114
161大神宮　石灯籠（図版13・59）
　社殿手前に左右一対で建っている。竿の正面に「大神宮御神燈」と刻む。火袋は異石で、後に造られて
いる。
佐渡奉行所跡（図版13～16・59～61－162～204）（第1・8～10図）
　佐渡奉行所は、相川湾を眺望する舌状の台地上にあった。1603（慶長8）年、大久保長安は相川の金銀
山が栄えると、半田清水ヶ窪（現広間町）の田地を、山師山崎宗清より買い取って鶴子（佐和田町）にあ
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った陣屋（佐渡奉行所）を1604（慶長9）年相川へ移した。
鮪屋風の茶室なども造ったといわれて・・るが、繊の火災にあい・その都度縮小された・1859（安政
6）年に醗された奉行所は、明治以降佐渡県庁湘川県庁・郡役所漸潟県支庁・旧制相川中学校とし
て利用されたが、1942（昭和17）年12月焼失した．現在の佐麟行所｛ま1995（平成7）年より復原工事が
始まり、2001（平成13）年4月より一部が公開されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『相川町の文化財』　p14
162　佐渡奉行所跡検出　敷石（図版13・59）
　本書で「土台石」と分類した石を両端に並べ、その間に板石を敷き詰める。
1994（平成6）年から2…（平成12）年にかけて行われた発編査で検出された敷石・佐麟行所の大
御門から御役所玄関まである．これは1858（安政5）年の火災後に敷設されたものと考えられ・1942（昭
和17）年の火災で当時の旧制相川中学校が焼失するまで使われていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『相川町埋蔵文化財調査報告第3』　p33
163～165　佐渡奉行所跡出土　硯　　（図版14・60）
　佐渡奉行所跡の寄勝場地区から出土した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『相川町埋蔵文化財調査報告第3』　p272
166～178佐渡奉行所跡出土　硯　　（図版14・60）
　佐渡奉行所跡の高台地区から出土した。
参考文献　　『相川町埋蔵文化財調査報告第3』　p92
179　佐渡奉行所跡出土　碁石（図版14・60）
　佐渡奉行所跡高台地区の武器庫の周辺から出土した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『相川町埋蔵文化財調査報告第3』　p95
180～184　佐渡奉行所跡出土　砥石（図版14・60）
　佐渡奉行所跡の高台地区から出土した。
参考文献　　『相川町埋蔵文化財調査報告第3』　p94
185～188　佐渡奉行所跡展示　拍石（図版15・60）
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p313～318
185　相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　NQ　26である。）
186相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　No　28である。）
187相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　No　27である。）
188相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　NQ　14である。）
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　189～204　佐渡奉行所跡展示　鉱山臼（図版15・16・60・61）
　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p313～318
　189　相川郷土博物館より移転した。新材木町より出土。
　190　相川郷土博物館より移転した。
191相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　NQ　16である。）
192　相川郷土博物館より移転した。
193相川郷土博物館より移転した。実際に動くようにするために軸を入れた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相川郷土博物館における整理NQは、　No　2である。）
194相川郷土博物館より移転した・新材木町より（相川郷土博物館1こおける鯉N、は、N、11である．）
195相川郷土博物館より移転した（相川郷土博物館における整理NQは、　NQ　15である。）。
196相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理Noは、　NQ　13である。）
197相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　No　12である。）
198相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理Noは、　NQ　3である。）
199　相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理Noは、　NQ　1である。）
200相川郷土博物館より移転した。
201相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　NQ　436である。）
202　相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理Noは、　No　9である。）
203相川郷土博物館より移転した。（相川郷土博物館における整理NQは、　NQ　6である。）
2餌相川郷土博物館より硫した・新材木町よ畑土．（相川郷土醐館における鯉N、は、N、4である．）
妙耀山　法久寺跡（図版16・17・62－205～207）（第1・8・12図）
205　佐藤治右衛門　墓（図版16・62）
　塔身正面に輪郭をとり戒名等を刻む。基部に蓮弁の陰刻がある。現在は塔身のみである。『佐渡相川の
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歴史　資料集2　墓と石造物』の記載には「宝珠は潰れたように横に広がり、先端が尖っている。笠の屋
根はまっすぐ四方に下がり、軒口は内斜めに切り、上下共平行に両端にのび、軒反りはない」とある。
　佐藤家の先祖は羽州の出身で慶長年間に来島した。代々、小判師、御米蔵銀掛、下戸御番所付の両替屋
を務めている。1868（明治元）年、松栄と改姓し、廻船業に転身。北海道・大坂・江戸などに交易した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p218
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p316
206　法久寺跡　情死の墓　　（図版16・62）
　心中墓である。
　切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのっている。塔身正面は法名を刻み、
塔身右側面には年月を、左側面には施主名を刻む。以下、参考文献より引用した記述である。
　兵十郎、花世の墓
　「二十六日夜（享保八年）、庄右衛門町嘉左衛門二代伊右衛門、年弐拾三。諏訪町忠右衛門女房はつ、年
三十一。上寺町法久寺にて心中相果申候」（検死記録）　　　参考文献　　『佐渡国略記』上巻　p333
207　法久寺跡　題目塔（図版17・62）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身の正面には髭題目・願文・寺名を刻み、右
側面には年月等を刻む。
　旧道に面し、南東を向いて建っていて、北西の強風を受ける。塔の左面は剥離が激しい。
光栄山　瑞仙寺（図版17・62－208～213）（第1・8・10・12図）
208　森川重兵衛　墓　　（図版17・62）
　切石の台石・台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取りし、法名を刻む。塔身根
部には蓮華文を刻む。塔身左右側面には年月を刻む。寛文を寛永と彫り違えた珍しい例である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p203
209　地役人　石井三郎右衛門　墓（図版17・62）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのる。塔身正面には額を縁取りし、髭題目・法名・年月を刻む。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p418～419
210　山師　味方但馬　墓（図版17・62）
　塔身は断面長方形である。塔身正面には額を縁どる。文字は風化がひどくて判読できない。笠、宝珠は
欠落して見当たらない。五代目の墓かと思う。
　先祖は、関が原の戦いを機に浪人となり、佐渡に渡ったという。
　1605（慶長10）年以降に、有力山師として資料に登場する。1618（元和4）年、相川銀山最大の採掘地
である割間歩の排水に成功して多大な出鉱を得た。江戸時代を通して相川の山師衆筆頭の役目を代々務め
た。　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p234
211商人　笹井治左衛門　墓（図版17・62）
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　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身正面は額
を縁取り、髭題目・法名・蓮華文を刻み、右側面には施主名を刻む。笠の下部には垂木彫りを施し、宝珠
等は欠落している。
　笹井家の先祖は石見国より1614（慶長14）年頃に来島した。相川庄右衛門町に住み、山方の商売をした
という。その後、沢根に移って操業を続けた。この笹井治左衛門は、沢根笹井家の基を作った人である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　pl98
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p307
212　瑞仙寺　題目願文碑（図版17・62）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのる。塔身には髭題目と願文を刻み、塔身左右側面、裏面に
もそれぞれ銘文を刻む。
213瑞仙寺　題目塔（図版17・62）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面に髭題目を刻む。
得栄山　善行寺跡（図版18・63－214）（第1・8・10・12図）
214　普門院日髄聖人　墓（図版18・63）
　切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面には年月と法名を刻
む。県内唯一の妙宣寺（真野）の五重の塔を建立し、そのことで追放された聖人の墓である。
延命山　相運寺（図版18・63～76－215～218）（第1・8・10・12図）
215　相運寺　四国八十八箇所石仏（図版18・63～72）
　相運寺山門をくぐると左奥に堂が建っている。山門をくぐって左に曲がり、階段を登りつめると、堂を
とりまいて切石の台石があり、88体の石仏がのっている。先述した階段の上がり口には石塔があり、世話
人名・石工名を刻み、明治十五年・明治十一年の年号も刻む。
　各石仏は蓮弁を象った台座にのる。石仏本体は光背を背負い、半肉彫りの座像等である。石仏の数は四
国八十八箇所石仏を象ったものである。台石の正面には寄進者の住所及び氏名を刻む。
216　相運寺　西国三十三所観音（図版18・72～76）
　215の石仏群へと上がってゆく階段の中腹に別の平坦面があり、その平坦面の端をなぞるように切石の
台石が置かれ、33体の石仏がのっている。
　各石仏は蓮弁を象った台座にのり、石仏本体は光背を背負い、半肉彫りの座像等である。石仏の数は西
国三十三所観音を象ったものである。台石の正面には寄進者の住所及び氏名を刻む。
217　相運寺　宝筐印塔（図版18・76）
　相運寺裏墓地にある。宝医印塔で笠股が派手に開く型式で江戸末期のものであろう。年号がない。
218　相運寺　石灯籠（図版18・76）
　本堂の玄関前に建っている。全体を円形に処理されている。相川でも数少ない灯籠。角形火口、円窓は
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趣がある。 参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p111～113
南龍山　大超寺跡（図版18・76－219・220）（第1・8・10・12図）
219　山師　小川金左衛門室　墓（図版18・76）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取りし、法名・年月等を刻む。
　左右に五輪塔が二基、笠塔婆が一基存在し、一列に並んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p242
220　大超寺跡　阿弥陀三尊種字塔婆（図版18・76）
　台石・台座は土中に埋まっているため確認できない。板石形の塔身正面には上方に阿弥陀三尊の種字を
配し、その下に五大種字・施主名等を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p151
佐渡市相川下寺町（図版18・77－221～223）（第1・8～10・12図）
221相川下寺町　如意輪観音（図版18・77）
　寺町に至る石段を上がりきった場所、石段の東側に小さな堂が建っており、そこに他の多くの石仏とと
もに収まっている。収まっている石仏の中ではひときわ高い台石を据え、石仏本体がのっている。石仏本
体は光背を背負い、半肉彫りの半伽思唯像である。
222　相川下寺町　宝塔観音（図版18・77）
　寺町に至る石段の中腹、石段の東側にある。切石を組み合わせた台石にのっている。丸彫りの座像であ
る。凝灰岩質の石材を用い、木彫に近い作風である。時代は江戸時代前期の可能性がある。
223　寺町に至る石段　佐渡市指定文化財　　（記念物　史跡）　（図版77）
　相川江戸沢町を出発し、相川下寺町へと上ってゆく石段は切石を積んで造られている。
　古くは石坂とも呼んだ。寺坂と記す資料もある。17世紀の中頃（明暦年間）までは、石段はなかった。
『佐渡相川志』によると、相川小六町に住む遊郭の楼主が寄進したものと言い伝えていたらしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p494
相川下寺町　泊藤山　観音寺（図版19・77－224）（第1・8・10・12図）
224　地役人　太田九左衛門　墓（図版19・77）
　各輪ともに表面は風化が著しく、銘文を判読できない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p188
鉄壁山　銀山寺跡（図版19・77－225）（第1・8・10・12図）
225　銀山寺跡　石塔（図版19・77）
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　銀山寺跡入口に立つ石塔。切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔
身正面は額を縁取りし、寺名・「聖観世音口口口」と刻む。右側面・左側面にも人名・年月を刻む。
大嶺山　高安寺跡（図版19・77－226～229）（第1・8～10・12図）
226流人　小倉実起室　供養塔（図版19・77）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身正面は額
を縁取り、蓮弁文を刻む。額の内は風化が激しく、判読できない。塔身右側面には年月を刻む。宝珠等は
欠落して見当たらない。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p145～146
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p313～318
227　流人　小倉実起　供養塔（図版19・77）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身正面は額
を縁取り、蓮弁文を刻む。額の内は風化が激しく、判読できない。塔身右側面には年月を刻む。宝珠等は
欠落して見当たらない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p145～146
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p228
228　海士商人　磯西茂左衛門　墓（図版19・77）
　各輪に「空」「風」「火」「水」「地」と刻む。また、地輪正面には年号等も刻む。
　先祖は慶長年間に、石見国・出雲国より海士（海女）とともに来島した。相川海士町は贈答用のノシア
ワビを生産する海士の町として成立した。磯西家は刀根家とともに、これらを確保する役割があった。
　海士のアワビやナマコを集荷し、加工販売する役目を両家がしており、引き換えに佐渡奉行所より扶持
米が与えられていたから、座商人のような仕事をしていた。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p77～78
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p162～163
229　地役人　稲垣七左衛門式高　墓（図版19・77）
　空輪と風輪は欠落して見当たらない。現存する各輪に「火」「水」「地」と刻む。また、地輪正面には法
名及び年月も刻む。
　山中斜面にある稲垣家の墓地に二基の五輪塔が寄り添って立っている。基壇部は崩れかけて不安定であ
る。築造場所から移動したことを窺わせる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p417
昌安寺跡（図版19・78－230）（第1・8・10・12図）
　230塔身の上部に刻まれた印字が、カクレキリシタンの表示であるとの説により記録したものである。
三基は同一の墓地である。年号を欠くものは宝永期前後と推測する。
　隣i接する墓地にはここに上げた「花屋」を冠する墓標があり、同家は五丁目嘉兵衛とある。
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230－1傑曳妙英信女・月隻是江信士　墓（図版19・78）
　切石の台石・台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取り、法名等を刻む。
230－2　秋室祐月信士　花屋妙春信女　墓（図版19・78）
　切石の台石・台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取り、法名等を刻む。
230－3　不懸妙法信女　墓（図版19・78）
　切石の台石を据えている。連弁を象った台座に塔身から上の部分がのっている。塔身正面は額を縁取り、
法名及び年月を刻む。宝珠等は欠落して見当たらない。
医王山　真如院（図版19・78－231）（第1・8・10・12図）
231遊女　ヲカルの墓（図版19・78）
　切石の台座に塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身正面・右側面・左側面
は額を縁取りする。塔身正面は法名を刻み、左右側面には年月、俗名等を刻む。宝珠等は見当たらない。
　以下、参考文献より引用した記述である。
　冬光妙寒信女　明和八年　水金町ヲカル　過去帳「水金町の娼妓、抱主ニギャクタイサレ、死シタリト
ノ事。」（明治の頃らしい住職の落書きがしてあった。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡金山』　磯部欣三　著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『いしぼとけ』第2号
定善寺跡（図版19・78－232）（第1・8・10・12図）
232　地役人　永井次芳　墓（図版19・78）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身正面は額
を縁取りし、法名を刻む。左右側面は年月を刻む。
　地役人高野信治の嫡子であるが、母の生家永井の養子となり跡を継いだ。諸帳面改役、手形改役、御目
付役、小木番所定役、目付山方役を歴任した。
　彼が編纂した『佐渡風土記』は佐渡奉行所の保存文書や記録類を整理して、国はじめの古伝、流人、上
杉渡海などを上巻に、1589（天正17）年から1750（寛延3）年までの事跡を中・下巻として二編三巻にま
とめたもので、佐渡五大史書の一つに数えられる。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p706～707
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p513
廣龍山　法然寺（図版19～21・78～81－233～253）（第1・8・10・12図）
233　法然寺　千日念仏地蔵（図版19・78）
　法然寺の山門を入ると右側にある。本体は、頭光をつけた一石丸彫りの座像であろう。最下部には、五
輪塔の地輪を思わす台石があるが、その正面に向かって左側面に銘文を有し、「相川志」や「佐渡国寺社
帳」のなかに記されている造立の趣旨とあっていて、法界寺末寺となった法円寺開基の僧が、慶長年間に
千日念仏成就した供養塔として寛永年間に造立されたものであるとされる。
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参考文献　　『佐渡相川郷土史事典」　p433～p434
　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p152～153
234　法然寺　地蔵菩薩（図版20・78）
　法然寺の山門を入ると左側に4体の石仏が並んでいるが、そのうちの一つである。切石の台石に石仏が
のっている。台石には銘文を刻む。石仏は丸彫りの地蔵菩薩の座像である。
235法然寺　聖観音菩薩（図版20・78）
　法然寺の山門を入ると左側に4体の石仏が並んでいるが、そのうちの一つである。切石の台石に石仏が
のっている。台石には銘文を刻む。石仏は丸彫りの聖観音菩薩の座像である。
236　法然寺　阿弥陀如来（図版20・78）
　法然寺の山門を入ると左側に4体の石仏が並んでいるが、そのうちの一つである。切石の台石に石仏が
のっている。台石には銘文を刻む。石仏は丸彫りの阿弥陀如来の座像である。
237　法然寺　地蔵菩薩（図版20・79）
　法然寺の山門を入ると左側に4体の石仏が並んでいるが、そのうちの一つである。切石の台石に石仏が
のっている。台石には銘文を刻む。石仏は丸彫りの地蔵菩薩の座像である。
238　地役人　松木八郎右衛門　墓（図版20・79）
　現在は集積塚となり、坂頭に集められている。銘文は明確に読める。板石形の塔身正面は、額を縁取り、
塔身上部には家紋、根部には蓮華文を刻む。額の内は法名及び年月等を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p211
239佐渡奉行大熊善太郎嘉住墓（図版20・79）
　境内山門右手に幅2．5m、奥行き3mの玉垣に囲まれて建っている。切石の台石・台座を据え、角柱形
の塔身がのる。塔身正面には俗名を刻み、右側面には法名、左側面には年月を刻む。
　武蔵国の出身。1852（嘉永5）年に佐渡奉行となった。在任中は、直営の間歩がふるわず、請負山がわ
ずかに活況を呈していたものの、天保末期から目立ち始めていた坑夫の不足が次第に深刻化し、採掘の障
害となったが、積年の弊を解決することはできなかった。1853（嘉永6）年、相川で亡くなった。
　一方、1849（嘉永2）年に、外海府大野亀沖に異国船が現れたため、役人の武芸奨励や海岸防備に努め
たといわれている。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p727～728
240　地役人　蔵田茂樹　墓　　（図版20・79）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのる。塔身正面は法名を、左右側面には年月等を刻む。
　和歌を好んだ父茂三兵衛尭民の影響を受けて国学を志した。1852（嘉永2）年、佐渡を訪れた宮部鼎
蔵・吉田松陰も、この人を頼って逗留したという。
　著書は多く、1830（文政13）年、相川年中行事を記した「笑美草」、1831（天保2）、佐渡巡村記「いさ
この浜つと」、1839（天保10）産金上納のための江戸道中日記「野山の夢」などが歌集とともに名著とい
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われている。
参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p728～729
　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p248
241陶工　黒沢金太郎　墓（図版20・79）
　切石の台石を据えている。連弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面は額を縁取りして法
名を刻み、右側面には年月、左側面には施主を刻む。
　黒沢家は代々金銀山の買石を業としていたが、祖父が金銀密売事件に関係して、死罪となり（1761年）、
買石業をやめさせられた。
　金太郎は寛政年間に先進窯業地で製陶の技術を習い、帰島後に島内にある陶土と紬薬原料を探し求め、
施粕陶器の焼成に成功した。これは佐渡における施紬陶器の最初といわれる。叔父の影響で浄土宗に帰依
し、晩年は念仏三昧に入ったという。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p720～721
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p250～251
242　伝山師　大坂庄右衛門　墓（図版20・79）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座に塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形で
ある。塔身正面・右側面・左側面には額を縁取りする。塔身正面は法名を刻み、左右側面には年月を刻む。
　1693（元禄6）年の銘がある大坂姓の人物の墓。大坂姓の人々がすべて同族とは限らないが、江戸時代
初期の山主に大坂庄右衛門がいる。相川諏訪町より道遊の割戸にいたる間の窪地一帯を間山といっている
が、ここに多くの山主町が形成されていた。宗徳町・嘉左衛門町・清右衛門町・五郎右衛門町・庄右衛門
町などがある。このうち、庄右衛門町は、大坂庄右衛門の形成した山主町であると伝えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p226
243　地役人　田中六兵衛　墓（図版20・79）
　各輪に一字ずつ種字を刻む。また、地輪正面には年月及び法名も刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p161
244　佐渡奉行　伊丹播磨守康勝　供養塔（図版20・79）
　空輪と風輪が落下しているが、所在は確認できる。各輪に一字ずつ種字を刻む。また、地輪正面には年
月及び法名も刻む。
　1635（寛永12）年から1653（承応2）年まで18年間佐渡奉行を務めた。1635（寛永2）年から1636（寛
永3）年の間、佐渡にいたがそれ以後は根岸与左衛門・岡林伝右衛門・三鬼猪兵衛・奥野七郎左衛門など
数人の留守居（目代）を相川に派遣し、自らは江戸にいながら支配した。
　在任中は、幕庫からの融資、水上輪導入による鉱山の排水、羽州最上米の買い入れによる米価の安定な
ど鉱山振興策をとった。
　郷村支配では、1649（慶安2）年に、刈高制をやめ、石高制に変更した。また、1647（正保4）年の相
川大火で、佐渡奉行所の他多くを焼失、1649（慶安2）年の洪水で諸間歩が水没、1650（慶安3）年には
小比叡騒動と、諸事件に見舞われた。この五輪塔は、佐渡在勤衆が供養塔として建てたと思われる。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p80
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『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p170～171
245　地役人　鳥井嘉左衛門　墓（図版21・79）
　各輪に一字ずつ種字を刻む。また、地輪正面には年月及び法名も刻む。火輪軒端の一部が欠落している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p217
246　地役人　辻守遊　墓（図版21・80）
　各輪に一字ずつ種字を刻む。また、地輪正面には法名も刻む。地輪右側面には年月を、左側面には俗名
等を刻む。
　辻家の先祖は甲斐国出身で、武田家滅亡後、佐渡へ来島し、代々地役人を務めた。
　辻守遊は前田六兵衛の次男として生まれたが、辻家の養子となり、跡を継いだ。19歳で佐渡奉行所に出
仕し、32歳で留守居役となり、隠居するまで37年間勤めた。
　役務の一方、和歌・連歌を好んだ。空輪の先端が尖り、刻まれた文字は深くあざやかに残っている。左
右に一族の五輪塔が並ぶ。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p702～703
247　地役人　大村弥左衛門以貞（空・風輪欠落）　墓（図版21・80）
　空輪と風輪が欠落して見当たらない。現存する各輪には種字一字を刻む。また、地輪正面には法名も刻
む。地輪右側面には年月を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p251
248　雪峰道心禅定　一石五輪塔（図版21・80）
　一石五輪塔の形状をした供養塔である。
　地輪を方柱とし、法語を刻む。下部は地面にかくれている。
249　地役人　田中従太郎（葵園）　墓（図版21・80）
　田中家の先祖は甲斐国出身。
　田中従太郎は、初めは西川恒山について学んだが、1819（文政2）年、江戸詰めとなったのを機に林述
斎の門に入って学を修めた。帰郷後は目付役・地方掛頭取・学問所預・山方役・広間役を歴任した。
　在任中、米価の高騰で庶民が困るのを心配して備荒のために「広恵倉」を建て市民の救済をはかり、ま
た士風を正すため相川広間町に講堂・医学所・武術所・孔廟を建て修教館と名付けて地役人子弟の教育に
当たった。
　1838（天保9）年の佐渡一国騒動では、広恵倉の運営方法が攻撃されて下獄したが、無罪となり出獄。
　この人の著書には「佐渡志」「佐渡奇談」がある。死後、門人は「弘道」の名をおくった。
凝灰岩の面をとらない自然石の基礎の上に厚い楕円形のやや頂部の尖った墓塔を乗せている。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p469
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p723～724
250　医師　長谷川元良夫妻　墓（図版21・80）
　長谷川元良は、漢方医　長谷川元庵の長男として生まれる。長崎で蘭方医学を学び、帰国して相川南沢
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町に病院を設立した。また、相川広間町に「相川洋学校」を開設。1874（明治7）年、東京医学校の教授
に迎えられて上京、1876（明治9）年には、山形県立病院済生館の院長に迎えられて、医師の養成と病院
経営に当たった。
　1878（明治11）年に新築した済生館病院（山形県）は現在、国指定文化財になっている。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p562
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p734～735
251　法然寺　石灯籠　一対（図版21・80）
　法然寺本堂裏の墓地に建っており、一対を成す。竿の正面に「石灯籠」と刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p239
252　法然寺　手洗鉢（図版21・80）
　法然寺の山門をくぐると右側にある。覆屋で囲み、さらに蓮弁には金帯で保護されている。内側はセメ
ントで修復されている。台座正面に「講中」と刻み、台座裏に年号と施主名を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p350
253　法然寺　水槽（図版21・81）
　法然寺の山門をくぐると右奥にある。正面に「奉納　門主心願成就」、左側に施主名を刻む。
栄久山　法輪寺（図版21・22・81・82－254～260）（第1・8・10・12図）
254　棟梁　茂三衛門夫妻　墓（図版21・81）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面は額を縁取りし、法
名・年月・俗名等を刻む。
　新しく墓石に巡らした縁石がなければ名声にそぐわない小型で目立たない存在である。
255地役人野原文仙墓（図版21・81）
　自然石の台石を据えている。切石の台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面は「文仙君之墓」と刻み、
右側面には年月を、裏面には句を刻む。
　代々町同心を務める佐渡奉行所下級役人であった。画を谷文晃に学び、加藤文琢や石井文海と並び称さ
れたが、作品はほとんど残っていないため画風などはわからない。また、霞庵と号して俳譜を江戸の成田
蒼軋に学び、蕉風派を広げるのに貢献した。
　扁平の自然石の上に台石を据え、塔身が乗る。輪郭のない碑面に薬研彫りで太く「文仙君之墓」と刻む。
俳譜に名を残したらしく、後面に辞世の句が刻まれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p726
256　地役人　山中長右衛門　墓（図版21・81）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座に塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形で
ある。塔身正面・右側面・左側面には額を縁取りする。塔身正面は法名を刻み、左右側面には年月を刻む。
　法輪寺本堂裏手のけわしい斜面を登った林の中に山中一族の墓がある。山中家は佐渡奉行所広間役を出
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すこともあり、ある程度格式のあった家である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p214
257蓮心院墓（図版22・81）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座に塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形で
ある。塔身正面・右側面・左側面は額を縁取りする。塔身正面には法名を刻み、右側面には年月を刻む。
　周辺にない大きさが目立つため、計測したものである。
258　山師　味方与次右衛門　墓（図版22・81）
　各輪に「妙」「法」「蓮」「華」「経」と刻む。また、地輪正面には年月等も刻み、裏面には石工名を刻む。
　江戸時代前期の有力な山主。初代与次右衛門は青盤間歩を稼行。二代目は左沢に大切山という大型の坑
道を掘ったことで有名。代々相川左門町に住み、のちに相川中京町に移った。
　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p644～645
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p138～139
259　地役人　万歳由道　墓（図版22・81）
　切石の台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面には「東所先生」、右側面には法名、左側面には年月、
裏面には「万歳子行墓」と刻む。
　先祖は大和国の出身。佐渡奉行所では目付役を務めた。1856（安政3）年、幕府は異国船に備えるため、
わが国初の洋式帆船を建造し佐渡に配備することになった。奉行の命を受け、水主を率いて帆船を回送中、
能登沖で暴風雨に遭い、能登国千ノ浦に避難するとき海に落ち、亡くなった。乗組員・船は無事であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p735
260　法輪寺　江戸小屋場中寄進　石灯籠（図版22・82）
　法輪寺山門をくぐると右前方に建っている。笠の上に小さな五輪塔をのせる珍しい石灯籠である。竿の
正面に「常夜塔」、竿の左側面に「江戸小屋場中　世話人　八蔵」と刻み、江戸無宿人が寄進した灯籠と
わかる。
　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第3号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p111～115
長性山　本敬寺跡（図版22・82－261）（第1・8・10・12図）
261地役人　丸田金右衛門　墓（図版22・82）
　各輪に「口」「法」「口」「華」と刻む。また、地輪正面には法名・年月等も刻む。墓石は整理され集合
墓石群の左端に置かれている。　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p179
栄光山　本典寺（図版22・23・82・83－262～272）（第1・8・10・12図）
262　商人　山田吉左衛門　開基塔（図版22・82）
　切石の台石を据え、台座に該当する部位を置かずに、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長
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方形である。塔身正面は額を縁取りする。塔身正面には題目を刻み、右側面には年月等を刻む。
　山田吉左衛門は元和期（1615～1624）の銀山の繁栄で巨財を蓄える機会をつかんだ。本業は鉛座・小判
座の請負人であったが、両替商も営んでおり、佐渡奉行所役人、銀山の山師、寺社などの注文を受けて
京・大坂から高級品、塩、酒、紙などの日用品を能登・敦賀方面より買付け商人の手を経て持ち込んだ。
　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p685～686
　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p108～109・154～155
263　金銀改所役人　浅香伊右衛門　墓（図版22・82）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身の断面は長方形である。塔身正面は額
を縁取りする。正面に髭題目及び法名・年月・蓮華文を刻む。浅香一族の墓石列の最奥端に位置している。
　1621（元和7）年、それまで筋金の形で江戸へ送っていた金を、佐渡で小判にまで吹き立てることにな
り、幕府の金銀改役　後藤庄三郎は、1622（元和8）年に手代として佐渡に派遣されたのが、佐渡におけ
る浅香家の始まりである。
　その後、代々この役目を務め、幕末に至った。明治維新以後も相川に住み、佐渡の近代史に重要な役割
を果たした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p220
264　地役人　近藤庄兵衛室　墓（図版22・82）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身正面は額
を縁取りし、法名及び年月を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p241
265　佐渡奉行　荻原源八郎乗秀　墓（図版22・82）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座に塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形で
ある。塔身正面・右側面・左側面は額を縁取りする。塔身正面は法名を刻み、右側面には年月、左側面に
は俗名等を刻む。
　荻原重秀の子である。1734（享保19）年、佐渡奉行となって来島した。在任中は、他国より買い入れて
いた鉱山用木炭を佐渡で焼かせたものに切り換えるとともに、鶴子銀山の排水工事を計画するなど、経費
節減や環境整備を図った。また、農村部では新田開発を進めた。
　在島中の1735（享保20）年、相川で亡くなった。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p703～704
266　地役人　野田又左衛門室　墓（図版23・82）
　切石の台石を据えている。蓮弁を象った台座の上に塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が六角
形である。塔身は各面に額を縁取りし、法名及び俗名を刻む。
267　地役人　野田又左衛門　墓（図版23・82）
空輪と風輪が倒れている．各輪に「妙」「法」腱」「華」「経」と刻む・また・地輪正面には法名及び年
月も刻む。地輪右側面には俗名を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p145
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268　佐渡奉行　荻原重秀　供養塔（図版23・82）
　各輪に「妙」「法」「蓮」「華」「経」と髭文字で刻む。また、地輪には法名及び年月も刻む。
　幕府勘定奉行在任中の1690（元禄3）年より佐渡奉行を兼務した。1691（元禄4）年に3か月間佐渡に
いたが、それ以外の期間は用人や留守居役を指図して政務をとった。在任中は目先の収支を度外視して積
極的な鉱山経営を行い、総額11万3千両を江戸から送った。
　事業としては南沢疎水坑道が特筆される。
　また、一国検地を実施して、13万国余りを検出して地方支配を確立した。
　膨大な投資を受けて鉱山は活況を呈し、相川の町は潤った。
　荻原の死が伝わると、供養塔が建てられた。佐渡ではこの時代を「近江守様時代」と称賛する。
　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p701
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事，典』　p144
269　商人　山田吉左衛門　墓（図版23・83）
　各輪ともに風化が著しく、銘文を判読できない。262の記述参照。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p685～686
270　本典寺　法界万霊塔　（図版23・83）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身正面は髭題目・「法界萬霊　本典寺」、左
右側面には年月・人名等を刻む。
271本典寺　万部塔（図版23・83）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身正面は髭題目・「萬部塔」と刻み、右側面
には年月等、左側面には講中名を刻む。1832（天保3）年に講中が建立した萬部塔である。
272　本典寺　手洗鉢（図版23・83）
　本典寺本堂入口手前にある。正面には年号と施主名を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p148
長光山　妙円寺（図版23・83－273・274）（第1・8・10・12図）
273　川上伊右衛門　墓（図版23・83）
　板石形の塔身正面は額を縁取り、法名及び年月等を刻む。
　墓石はすでに整理され、集合墓群の中にある。
274　妙円寺　石段（図版83＞
　妙円寺は間切川（南沢）右岸の相川下寺町にある。間切川（南沢）の川岸から段丘上にある境内へと上
ってゆく石段は、切石を積んで造られている。
覚鷲山　妙輪寺跡（図版23・24・83・84－275～278）（第1・8・10・12図）
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275　地役人　藤沢虎之助　墓（図版23・83）
　板石形の塔身正面は、額を縁取り、題目・法名・年月等を刻む。塔身正面根部は、蓮華文を刻む。
　既に墓石は倒され、墓地の一角に横積みされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p209
276地役人前田浅之丞墓（図版24・83）
　切石の台石・台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取りし、髭題目・法名・年月
を刻む。　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p213
277　地役人　金光十兵衛武重　墓（図版24・84）
　板石形の塔身正面は、額を縁取りし、額の内に髭題目・法名等を刻み、塔身正面根部に蓮華文を刻む。
右側面には施主名を刻む。倒伏していたので、元の位置は不明。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p230
278　地役人　山西篤之進　墓（図版24・84）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取り、題目・法名・年月を刻む。中
央に亀裂が生じ、剥落直前である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p246
妙法山　蓮長寺（図版24・84－279～281）（第1・8・10・12図）
279　地役人　真砂弥右衛門　墓（図版24・84）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は額を縁取り、額のうちに題目及び法名を刻
む。塔身正面根部に蓮華文を刻む。右側面には年月等を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p200
280　地役人　真砂弥右衛門　五輪塔（図版24・84）
　各輪に「妙」「法」「蓮」「華」「経」と刻む。また、地輪正面には法名及び年月も刻む。地輪裏面には施
主名を刻む。　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p169
281地役人　下山平左衛門　五輪塔（図版24・84）
　各輪に「妙」「法」「蓮」「華」「経」と刻む。また、地輪には法名及び月日も刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p197
金龍山　広源寺（図版24・84－282・283）（第1・8～10・12図）
282　広源寺　四万日念仏講地蔵（図版24・84）
　「広源寺には何も記録は残っていないが、先達となった佐藤理三郎が子どもを亡くしたので、他の人々の
無病息災で成人することをも祈願して講中をつくってまつったのであろうと聞いている。」との話である。
　四万日の念仏をあらわした地蔵である。
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参考文献　　『いしぼとけ』第3号・新聞記事
283　広源寺　手洗鉢（図版24・84）
　　広源寺本堂前庭の墓地にある。円形の手洗鉢で、外面には蓮弁を彫り出す。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p115～116
吹雲山　長明寺（図版24・84－284）（第1・8・10・12図）
284　山師　下田清左衛門　墓（図版24・84）
　甲斐国から慶長年間に佐渡へ渡り、左沢に銀山を見立てた。これは後の世に「清次間歩」と呼ばれる。
下田清次は後、清左衛門と名を変える。清次間歩は今は坑口がどこにあるかわからないが、江戸時代中期
頃は青盤・鳥越・中尾・弥十郎（鶴子）などと並んで、十指に数えられた有力間歩で、1816（文化13）年
には御直山として再開発が始まっている。
　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p389
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p146～147
阿弥陀堂（図版24・85－285・286）（第1・8～10図）
285　阿弥陀堂　阿弥陀如来（図版24・85）
　阿弥陀如来の座像である。土地の人たちは「長坂の阿弥陀さん」とか「中山の阿弥陀さん」と呼んでい
る。「中山の阿弥陀さん」というわけは、もとは中山旧道の峠にあったためで、峠のお地蔵さんが里へ下
ろされるときに、里へ出されて安置されたものであるためという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第6号
286　阿弥陀堂　花生（図版24・85）
　阿弥陀如来の前に置かれている花生である。安山岩を竹の根部の形に彫り出す。上部を穿孔し、草花を
挿せるようにしている。
佐渡市相川塩屋町（図版24・85－287）（第1・8～10図）
287　相川町道路元標（図版24・85）
　角柱形の塔身正面に「相川町道路元標」と刻む。
　元は長坂の降り口にあったが、道路拡幅により浜側へ移った。近世からの慣習により、新潟一相川線、
相川一赤泊港線の県道起点となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『新潟県歴史の道調査報告書第12集』　p12～14
普照山　廣永寺（図版25・85－288）（第1・8～10図）
288修教館教授　丸岡南陵　墓（図版25・85）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身の正面には俗名を刻む。
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　丸岡家は代々醤油醸造を家業としていた。1867（慶応3）年、修教館の教授となり、1871（明治4）年
佐渡県を廃して相川県が置かれると漢学校の教頭に推挙され、また雑太郡の学務監督も命ぜられた。
　1884（明治17）年、佐渡中学校の教頭として単身で赴任したが、1886（明治19）年下宿先で亡くなった。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p638～639
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p730～731
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡碑文集』　p19
佐渡市相川江戸沢町（図版85－289）（第1・8～10・12図）
289　相川江戸沢町　石橋（アーチ橋）　（図版85）
　間切川（南沢）にかかっている。この橋を渡ると塩竃神社に出入りできる。切石をアーチ状に積む「ア
ーチ橋」である。
塩竈神社（図版25・26・85～87－290～298）（第1・8～10・12図）
290塩竈神社　狛犬（図版25・85・86）
　社地入口に阿・件の一対を配す。ともに、入口両側の石垣の上に座る。社地に向かって右側にあるのが
阿像、左側にあるのが件像である。
291塩竈神社　庚申講中碑（図版25・86）
　台石は土中に埋もれているためか確認できない。自然石の塔身正面を楕円形に縁取りして平滑にし、そ
こに「庚申講中」及び構成員の名等を刻む。庚申塔に並んで建てられている。
292　塩竈神社　庚申塔（図版25・86）
293　蓮華院　墓（図版25・86）
　台石・台座は土中に埋もれているためか確認できない。塔身は断面が長方形である。塔身正面は額を縁
取りする。塔身正面は法名・年月等を刻む。笠・宝珠等は欠落して見当たらない。
294　塩竈神社　鳥居（図版25・86）
　右柱正面には施主名を刻み、左柱正面には「天保十一・・・…　　下戸村石工伝之助」と刻む。
295　塩竈神社　石灯籠（図版25・86）
　塩竃神社鳥居の手前左右に建っており、一対を成す。竿の正面に「一町目浜町　氏子中」と刻み、竿の
裏に「石工　宇兵衛」と刻む。
296　塩竈神社　石灯籠（図版25・86）
　社殿手前左右に建っており、一対を成す。竿は風化が激しく、文字を判読できない。
297　塩竈神社　敷石（図版86）
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　塩竃神社入口から社地に入り、階段を上がると右奥に社殿があるが、その社殿へまっすぐに続く敷石。
本書で「土台石」と分類した石を両端に並べ、その間に板石を敷き詰める。
298　塩竈神社　手洗鉢（図版26・87）
　社地入口を入り、階段を登ると、つきあたりにある。正面に「漱盟」と刻み、右側面に年号、左側面に
施主名を刻む。屋根に覆われ、現在も使用されているもので、表面も良好に保たれている。他にも、境内
に自然石を剖ったものがあるが、使用されていない。
長栄山　大安寺（図版26～28・87・88－299～312）（第1・8～10・12図）
299　大安寺　聖観世音菩薩（図版26・87）
　蓮弁を象った台座にのっている、丸彫りの聖観音菩薩立像である。左手には蓮華をもち、右手で印を結
ぶ。透かし彫りになっている部位もあるなど、木彫に極めて近い彫法である。
300　大安寺　浄金妙福地蔵（図版26・87）
　大安寺山門前の参道左側脇にまつられている。「もとは浄土宗安養寺にあったものが享保年間に大安寺
へ移設された」という記述が『佐渡相川志』にある。半肉彫りの立像で、右手に錫枝、左手には宝珠を持
つo
　像の下部、向かって右側に「浄金禅定門」、左側に「妙福禅定尼」と刻む。石材は安山岩で、佐渡小泊産の
石と思われる。室町時代末から江戸時代初期の作と言われている。
　　　　　　　　　　　　　参考文献：『佐渡相川志』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p397
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p142～143
301商人　佐渡屋六兵衛　墓（図版26・87＞
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身正面は種字・法名・年月を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　pl86
302　佐渡奉行　岡松八右衛門久稠　墓・石灯籠（図版26・87）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身の正面に額を縁取りし、家紋・法名を刻み、
右側面には年月、左側面には「岡松氏」と刻む。
　幕府の御納戸頭と御勘定吟味役を兼務していたが、1810（文化7）年に佐渡奉行となり、佐渡へ赴任し
た。在任中は、休坑中の間歩を再開し、需用品は困窮している上相川の商人から買い上げる等の景気回復
策をとった。1812（文化9）年秋、病に倒れ、翌年58歳で亡くなった。
　佐渡へ赴任する道中を描いた絵巻が市指定文化財（「佐渡奉行所関連絵図（佐渡奉行赴任絵図）」）とな
っている。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p712～713
303　相川音頭作者　中川赤水　墓（図版26・87）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。塔身正面には法名を、左右側面には年月及び俗
名を刻む。
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　中川赤水の本名は「中川扇助」である。吹分所職人を本業としながら、相川音頭の作に励んだ。相川音
頭は七・七・七調に綴った歌物語で盆踊りによくうたわれた。
　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p516～517
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p725～726
304　地役人　井上家　墓（図版26・87）
　切石の台石・台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身は額を縁
取るが、表面の風化が激しく、銘文は判読できない。宝珠等は見当たらない。
305　山師　　（推定）大坂甚内　墓（図版26・88）
　大阪甚内については、鎮目の仕置十年の御直山の覚の中に、向山日向平御直山山主中西庄平衛、大阪甚
内となって現れる。近世初頭以来の相川の有力山師の一人である。慶長文書に大阪甚内としては名前が出
ないようである。この宝医印塔の左側に並ぶ宝俵印塔の前部に「大阪甚内」と刻んであるので、同族の墓
と推定した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p140
306　佐渡奉行　大久保長安　逆修塔　国指定文化財「佐渡金山遺跡（大久保長安逆修塔）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記念物　史跡）　　（図版27・88）
　大久保長安は甲州武田家猿楽師大蔵太夫の次子で、武田家滅亡後、徳川家康の幕下となった。1603（慶
長8）年に佐渡金銀山の支配を命ぜられ、没年の1613（慶長18）年まで佐渡奉行（代官）の地位にあった。
逆修塔とは、死後の供養をするために、生前に建てておく供養塔である。
　1603（慶長8）年佐渡奉行に任じられ、直山制と呼ばれる直営形態で鉱山を経営して、金銀山開発の礎
を築いた。
　石見（島根県）、伊豆（静岡県）の金銀山奉行も兼ねていて、金銀増産の功績は大きく、徳川家康の信
任もあつかったが、死後、所領を没収され、一族は処刑された。
　逆修塔は、長安が建立した大安寺に自分の今後の冥福を祈って生前に仏事を行った構築物である。越前
（福井県）の勺谷石で造った宝筐印塔で、戒名と慶長16年の年号が入っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史資料集2　墓と石造物』　p255～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p120～122
307　河村彦左衛門　供養塔　国指定文化財「佐渡金山遺跡（河村彦左衛門供養塔）」（記念物　史跡）
（図版28・88）
　各輪に一字ずつ種字を刻む。また、地輪正面には法名・俗名・年月等を刻む。地輪左側面には石工名を
刻む。
　上杉景勝の家臣で、佐渡代官として佐渡を支配していた。景勝の会津移封後も、佐渡の国情に詳しいこ
とから佐渡にとどまり、金銀山の開発につとめた。
　1600（慶長5）年佐渡一国検地をおこなった。1602（慶長7＞年、家康に排斥されて佐渡を去り、村上
で1608（慶長13）年に没した。
　供養塔は均整のとれた堂々たる巨石による五輪塔で、慶長13年の年号が入っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p132
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p203～204
308　棟梁　水田与左衛門　五輪塔（図版28・88）
　各輪に一字ずつ種字を刻む。地輪正面にはまた、法名及び年月も刻む。地輪左側面には名号及び俗名を
刻む。『佐渡年代記』によると、初代佐渡奉行大久保長安の求めに応じて、佐渡奉行所建設に当たる大工
の棟梁を務めた。完成後も佐渡に留まり、子孫を土着させた。
　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p650
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p180～181
309　地役人　田島四郎右衛門　五輪塔（図版28・88＞
　空輪と風輪が欠落して見当たらない。現存する各輪も表面の風化が著しく、銘文を判読できない。
　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p158
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p463
310　大安寺　無縫塔（図版28・88）
　無縫塔のうちでも、（イ）第2類とされる形である。塔身正面に「開山歴代上人」と刻む。また、周囲
には同形の塔がいくつも巡る。これらは、この寺の歴代住職個人の無縫塔であろう。
311浄永　石塔（図版28・88）
　大安寺境内の、歴代上人石塔の一隅にある。正面に向かって右側面に「慶長捨六…　　」の銘がある。
正面に向かって左の側面には「…　　願主浄永」と刻まれているが、「浄永」という人物は記録に表れて
いない。石塔は破損が大きいものの、数少ない佐渡の慶長年石塔の一つである。
　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p396～397
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p136
312代官　宗岡佐渡寄進　名号石塔（図版28・88）
　自然石の台石に角柱形の塔身がのっている。塔身の正面には題目・年月・寄進者等を刻む。
　宗岡は、佐渡来島前は毛利氏の下で石見国大森銀山の代官を務めていた。1603（慶長8）年に佐渡奉行
大久保長安の目代として来島し、金銀山に関することを担当した。1613（慶長18）年に没し、佐渡市沢根
の専得寺に葬られた。
　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p660
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p134～135
佐渡市相川一町目裏町（図版28・89－313）（第1・8～10・12図）
313　尚歯会　顕頒碑（図版28・89）
　角柱形の塔身の正面に碑文を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p398～399
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡碑文集』　p15
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宝聚山　玉泉寺（図版28・89－314～317）（第1・8～10・12図）
314　住職　長遠院日実　墓（図版28・89）
　台石・台座は土中に埋まっているためか確認できない。板石形の塔身下部も土中に埋まっている。正面
は額を縁取り、「長・・・…　」と刻む。表面が風化してほとんど剥落している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p149
315　地役人　高田六郎兵衛　墓（図版28・89）
　各輪に髭文字で「妙」「法」「蓮」「華」「経」と刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p187
316　□真院妙久　墓（図版28・89）
　各輪に髭文字で「妙」「法」「蓮」「華」「経」と刻む。また、地輪正面には法名及び年月も刻む。地輪左
側面には施主名を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p95
317　地役人　久保家　墓（図版28・89）
　各輪に髭文字で「妙」「法」「蓮」「華」「経」と刻む。また、地輪正面には法名及び年月も刻む。地輪左
側面には施主名を刻む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p189
金刀比羅神社（図版28・29・89・90－318～321）（第1・8・10・12図）
318金刀比羅神社　狛犬（図版28・89）
　鳥居亀腹の脇に阿・件の一対を配す。ともに切り石を組み合わせた台石の上に座る。鳥居正面に向かっ
て右側にあるのが阿像、左側にあるのが件像である。
　中型の狛犬であるが、背中に亀甲文様のうろこ文を彫り出しているのが目を引く。ここでは阿・件を雄
雌にあて、また、阿像は口を開け、件像は口を閉じている。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第6号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p117～118
319　金刀比羅神社　石灯籠（図版89）
　社殿手前左右に建っており、一対を成す。社殿に向かって右側のものには1846（弘化3）年銘があり、
また、「相川廻船持中」の寄附によって建てられたものである。石材は小泊か椿尾産の安山岩である。全
長4mを超す大形の石灯籠である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第6号
320　金刀比羅神社　敷石（図版89）
　金刀比羅神社鳥居の手前へまっすぐに続く敷石。本書で「土台石」と分類した石を両端に並べ、その間
に板石を敷き詰める。水金沢石と思われる石材を用いている。
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321金刀比羅神社　手洗鉢（図版29・90）
　社殿に向かって右側にある石灯籠の手前にある。内面底部はコンクリートにより補修されている。破損
状況は不明。正面に年号、施主名等を刻む。
願王山　来迎寺跡（図版29・90－322）（第1・8～10・12図）
322　地役人　原田久通　墓（図版29・90）
　集合墓の一角に立っている。角柱形の塔身正面、右側面、左側面に額を縁取る。塔身正面は法名を刻み、
左右側面には年月を刻む。
　佐渡奉行所役人原田重始の長男として生まれた。奉行所役人として、筋金所役・勘定役・地方役・目付
役・山方役・広間役助・広間役となる。奉行所役人西川明雅の『佐渡年代記』編纂事業を引きつぎ、完成
させた。また、川路聖護奉行が原田に命じてつくらせたのが、『佐渡四民風俗』である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p576
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p724
帰命山　弾誓寺（図版29・90－323～325）（第1・8・10・12～14図）
323佐渡奉行角南主膳国寛墓（図版29・90）
　切石の台座を据え、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長方形である。塔身は風化が著しく、
表面の様子が判然としない。宝珠等は欠落して見当たらない。
　1753（宝暦3）年、佐渡奉行になり、1754（宝暦4）年に来島した。1753年（宝暦3）年は、寛延年間に
起きた農民騒動の後始末が終わり、これが契機となって佐渡に代官が置かれ、金山をはじめとして相川府
外の地域は代官が支配することとなったため、奉行の佐渡支配は間接的なものとなり、直接の支配権は、
相川町方の行政と佐渡一国の寺社および公事に関することだけとなった年である。このため、在任中は、
代官制移行への円滑化に務めた。また、金山支配の代官所を相川羽田浜町に新築した。在任中の1755（宝
暦5）年になくなった。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p705～706
324　弾誓寺　笠塔婆（図版29・90）（第14図）
　切石の台石を据え、台座に該当する部位を置かずに、塔身から上の部分がのっている。塔身は断面が長
方形である。塔身正面は額を縁取りし、法名等を刻む。笠は大きく破損し、宝珠等は見当たらない。
325　コレラ死亡者供養塔（図版29・90）（第14図）
　石祠の中に丸彫り地蔵1体と供養塔を収める。右柱の正面に「明治十六歳癸冬建之」と刻み、左柱の正
面に施主名を刻む。
　1879（明治12）年にコレラにかかって死亡した272人を供養する。病原菌が特定されて、対策が採られ
るようになるのは1883（明治16）年である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p292
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佐渡市相川下戸町（図版91－326）（第1図）
326　相川下戸町　石塀（図版91）
　凝灰岩製の切石を積んで塀に仕上げた光景は、相川の町でもおなじみである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p285
大日堂（図版29・91－327・328）（第1・8・10・13図）
327　海士町大日堂　馬頭観音（図版29・91）
　大日信仰につきもの牛と地蔵を配している。厨子に納まっている。
参考文献　　『いしぼとけ』第6号
328　海士町大日堂　八字名号塔（図版29・91）
　切石の台座の上に角柱形の塔身がのる。塔身正面は額を縁取り、「南無大師遍照金剛」と刻むが、剥落
が著しい。塔身右側面には名号を、左側面には年月及び施主等を刻む。
善知鳥神社（図版29・91・92－329～331）（第1・8・10・11・13図）
329　善知鳥神社　狛犬（図版29・91）
　鳥居をくぐり、まっすぐ社殿へと向かう参道に入る所両脇に阿・畔の一対を配す。ともに切石を組み合
わせた台石の上に座る。台石には「・・・…　　小泊石工・・・…　　」と刻む。社殿に向かって右側に
あるのが阿像、左側にあるのが畔像である。
330　善知鳥神社　石垣（図版91）
　善知鳥神社社殿の裏は、海成段丘であり、急な斜面となっている。社殿裏の急斜面を土留めしている石
垣である。石の大きさは不ぞろいであるが、切石を用い、表面は平に仕上げている。
　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』p280～287・304
331善知鳥神社　手洗鉢（図版29・92）
　善知鳥神社に合祀された明神社の水鉢。口緑を肉薄に彫りあげた大形小判型である。寄進人佐藤治右衛
門正秀家の「佐藤丸紋章」を中央に大きく陰刻してあり右部には山の文字を配して出身地を表わす等、元
禄時代の優雅さが感じられる。排水穴は右側に、溢水溝は右側手前に彫っている。台座はない。水道配管
のため手を加えられている。
相川下戸村　北野神社（図版29・92－332）（第1・8・10・11・13図）
332　北野神社　百萬遍供養塔（図版29・92）
　風化が激しく、欠落、剥離している。右上は欠落、左上は剥離。
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熊野神社（図版30・92・93－333～339）（第1・8・10・13図）
333　熊野神社　狛犬（図版30・92）
　鳥居をくぐり、社殿の手前に阿・件の一対を配す。ともに自然石の台石の上に座る。社殿に向かって右
側にあるのが阿像、左側にあるのが件像である。風化が激しく、表面が剥落している。
334　熊野神社　青面金剛塔（図版30・92）
　切石の台石を据えている。角柱形の塔身の正面に「種字　庚申青面金剛」と刻む。
335　熊野神社　庚申塔（図版30・92）
　自然石の台石を据えている。自然石の塔身正面に「庚申塔」と刻む。
336・337　熊野神社　石塔・石灯籠（図版30・92）
　石塔の台石等は地中に埋もれているためか確認できない。
　角柱形石塔は小型のもので番所蔵の人足の寄贈。塔身正面に「奉　御米蔵
十二人」と刻む。人足62人は何を祈願したのだろう。
　灯籠は社殿手前、社殿に向かって左隅あたりに建っている。
人足仲間」、左側面に「六
灯籠は横転していて基礎がなかった。宝珠も欠落して見当たらない。銘に弘化5年3月（1848）とある。
338　熊野神社　旗樟の台石（図版30・93）
　熊野神社社地入口を入るとすぐの場所に一対設置しているうちの一つである。板を挿し込むためのホゾ
穴を二つ穿っ。
339　熊野神社　手洗鉢（図版30・93）
　神社入口を入り、社殿に向かって左側に覆屋がある。その中に収まっている。正面は「奉献」と刻む。
側面に銘文があるも、覆屋があるので読めない。
観音堂（図版30・93－340～342）（第1・8・10・13図）
340　観音堂　十一面観音（図版93）
　石造の十一面観音座像であるが、何年か前に有志が金色や黒色に彩色したという。現在ではこの観音堂
を管理する人手が薄くなり、観音堂の管理を担っている広源寺の敷地内に小さな堂を建て、そこに移動し
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　『いしぼとけ』第6号
341観音堂　中山（相川下戸村）の六地蔵（図版30・93）
　海士町の六地蔵ともいう　（中山峠の六地蔵ではない）。相川海士町から旧道中山峠への赤坂を登ると観
音堂があり、その道筋に並んで石造の六地蔵がまつられている。左右柱正面に刻まれた銘から、1761（宝
暦11）年の建立で、寛延百姓一揆で処刑された義民、辰巳村太郎右衛門・椎泊村弥次右衛門ら、および地
役人たちの供養のために立てられた六地蔵であることがわかる。横手には、1801（享和元）年銘の念仏車
もある。
　　　　　　　　　　　　　参考文献　『いしぼとけ』第6号　　　『佐渡相川郷土史事典』　p527
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『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p252～253
342　観音堂　中山の念仏車（図版30・93）
　笠塔婆形で頂部に地蔵を安置した精巧な造りである。塔身部に三界万霊と刻字し、その上に車輪の設置
場所がある。以下、参考文献より引用した記述である。
　天和二年（1682）加賀源右衛門髪二念仏車ヲ立ツ。往来ノ者是ヲ回ス。後二東換ス。源右衛門後二入道
シテ無心坊ト言フ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『いしぼとけ』第6号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川志』　p144
中山旧道　市指定文化財（記念物　史跡）　　（図版30・31・94－343～347）（第1・8・10・13・14図）
　小木街道中（相川札の辻～小木御番所）のうち、「相川札の辻」（相川羽田町）から沢根の「相川小路」
までの道は、中山街道と呼ばれている。
　佐渡金銀山が全盛であった慶長・元和の頃は、青野峠を越えて相川へ通じる道路が使われていたが、寛
永期に入って、奉行所を中心とした下町が栄えるようになると、それまでの山越え道ではなく、勾配のゆ
るやかな道が求められるようになり、1628（寛永5）年頃には、中山街道が開かれることになった。
　それ以後、1885（明治18）年に掘割新道ができるまでの約260年間、国中と相川を結ぶ往環道として、
利用されてきた。
　江戸から着任する佐渡奉行も、唐丸籠で金山へ送られてきた水替無宿も、国中からの商人も年貢米を運
んだ牛も、みなこの道を通った。
　こともなく　佐渡の中山　またこゆる　けふの帰りも　いのちなりけり
　天保の一国騒動のあと始末を終えて、江戸へ帰るとき、川路三左衛門奉行は中山峠でこの歌を詠んだ。
　路傍には、念仏車、寛延一揆処刑者供養六地蔵、獄門場跡、刑場跡、峠の茶屋跡、キリシタン塚、船手
役加藤一族の墓、ゲイギ塚、一理塚など、この道を利用した人々によって刻まれた数多くの歴史がのこっ
ている。
343　中山旧道　庚申塔（図版30・94）
　自然石の台石を据えている。自然石の塔身正面に「庚申塔」と刻む。
344　中山旧道　徳本上人六字名号塔（図版31・94）
　塔身の頭部は平面と綾線を丸めた様に見える。題目を刻んだ輪郭は深めで、上部雲形下部は直線である。
　刻字は明らかに残されているが、石の風化欠落部分が多く読みにくい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p527
345　中山旧道　題目願文碑（図版31・94）
　切石の台石・台座を据え、角柱形の塔身がのっている。台石正面、右側面、左側面、裏面に施主名等の
人名を刻む。塔身正面は額を縁取り、髭題目を刻み、塔身右側面、左側面、裏面にもそれぞれ銘文を刻む。
以下、参考文献より引用した記述である。
　下寺町円徳時十二世日厳石塔、享保戊戌年六月朔日宝永年中加賀常信法華首題五千部ノ塚。上寺町覚性
寺開基覚性院日儀延宝三己卯年十月二十三日没シ髪二葬ル。『佐渡相川志』P144
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参考文献　　『いしぼとけ』第6号
　　　　　『佐渡相川郷土史事典』　p527
　　　　　『佐渡相川志』　pl44
346　中山旧道　名号塔　　（図版31・94）
　街道の通行人の安全を願う意味か、刑場に近いので冥福を祈願か。書体は相川柴町の専光寺跡入口の碑
と似ている。台座から離れて横転しているので、計測も不可能の部分がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p527
347　船手役　加藤一族　墓（図版31・94）
　各輪ともに風化が著しく、銘文を判読できない。
　『佐渡相川志』では佐渡奉行所の船手役を「加藤孫左衛門政俊組」と書いている。加藤家ではこの「孫
左衛門」を家の呼び名として受け継いだらしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p181
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p137
泊藤山　観音寺（図版31・94－348・349）（第1・8・11図）
348　流人　小倉実起　墓（図版31・94）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身は表面が風化してほとんど剥落している。
　勅命に背いた罪で、1681（天和元）年、言商男公連・次男季伴とともに佐渡に流されてきた。相川だけで
なく国中の富豪、役人達からも招かれて、風雅の交わりをもった。贈答の詩歌が多く残されている。1684
（貞享元）年に死亡。
　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p145～146
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』　p207
349流人　小倉公連　墓（図版31・94）
　切石の台座を据え、板石形の塔身がのっている。塔身は表面が風化してほとんど剥落している。
　小倉実起の長子。勅命に背いた父に連座して、1681（天和元）年、父と弟李伴とともに佐渡に流されて
きた。島内の富豪、役人達とは風雅の交わりをもったらしく、『佐渡名勝志』には、実起の漢歌九首と和
歌三首、公連の漢詩三首と和歌八首、季伴の漢詩二首、和歌一首が記録されている。父実起の死の半年後、
1684（貞享元）年に死亡。　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事典』　p145
佐渡市相川鹿伏（図版31・94－350）（第1・8・ll図）
350　春日崎　灯明台（図版31・94）
　1628（寛永5）年に、沖を通る船の安全を図るために設置された。この辺は岩礁が多く、事故が多発し
たため、三月から九月まで毎日点灯して事故を防止した。現在の石積みは江戸後年に築き直したのであろ
うが、石の切り方や積み方を見ると古くはない。現在では、おけさ踊りの写真の背景になるなど観光面で
利用されている。　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　『佐渡相川郷土史事，典』　p174～175
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　　　新潟県指定有形文化財（考古資料）
　　　「佐渡奉行所跡出土品一括」（471点）
2000（平成12）年　3月24日指定
所在地：新潟県佐渡市相川長坂町16番地　佐渡市教育委員会
所有者・管理者：佐渡市教育委員会
　佐渡奉行所は1604（慶長9）年に初代奉行の大久保長安により設置され、1868（明治元）年に廃止され
るまでの約260年間、江戸幕府の佐渡一国支配と佐渡金山経営の拠点として機能した。
　1994（平成6）年に「佐渡金山遺跡」の一部として国史跡に指定され、1994～98（平成6～10）年にかけ
て保存整備事業に伴い発掘調査された。
　発掘調査では、大御門から役所玄関に至る石畳や役所礎石の一部、武具土蔵礎石、井戸などの遺構、陶
磁器、瓦、木製品などの生活用具とともに、多数の金銀精錬関連遺物が出土した。このうち鉛の延べ板、
荷札木簡、蓋状・棒状土製品、羽口（鞭の送風口）、相石、石磨、舩（鉱石の粉砕過程に使用する容器）、
桶、旅、カラミ（鉱石を溶錬する際に生ずる津）の金銀精錬関連遺物計471点が県考古資料に指定された。
特に、下磨に物配り（大きな溝）が穿たれている石磨（通常物配りは上磨に存在）、四角い穴がある拍石
の形態は佐渡特有と考えられている。
　鉱山関連遺跡の調査例は全国的にも未だ少なく、出土遺物も極めて少ないため、佐渡奉行所跡出土の金
銀精錬関係遺物は、わが国における近代以前の精錬技術を考察する際の貴重な資料といえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団2004］
　ここには、県指定文化財となった金銀精錬関連遺物の内、石製のものの一覧を掲載している。
　この一覧表の原本は、文化財指定を新潟県教育委員会に申請した際、申請書に添付したものである。
　石材名は、原本に記載してある名称をそのまま記した。
　原本記載の石材名を、本書冒頭の凡例に当てはめた場合の対照を示す。
　　球頼状流紋岩＝流紋岩＝吹上石
　　花商岩質礫岩＝礫岩二片辺礫岩
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拍石（はたきいし）
輪 一麟号 出土地 長径cm短径cm占高cm 石　　材 拍穴個 形態 残存 備考
1 1 土抗1－9 38．0 34．0 28．0 玄武岩質安山岩 角6 角穴 3／4角に丸底の痕跡あり
2 3 土抗20－1141．0 34．0 27．0 玄武岩質安山岩 角6 角穴 3／4角に丸底の痕跡あり
3 7 土抗45．5134．0 22．0 9．0 玄武岩質安山岩 丸1 丸穴 1／4
4 12 D－4－4340．0 36．0 24．0 玄武岩質安山岩 丸4 丸穴 4／4
5 14 D－4－49 43．0 41．0 30．0 玄武岩質安山岩 丸8 丸穴 3／3
6 15 D－4－5048．0 38．0 20．0 玄武岩質安山岩 丸6 丸穴 3／5
7 16 D－4－515LO37．0 32．0 安山岩 丸3 丸穴 1！2
8 18 E－4－2 40．0 40．0 32．0 玄武岩質安山岩 丸2角8丸角混在 3／4
9 21 E－4－5 48．0 36020．0 玄武岩質安山岩 丸4 丸穴 3／5
10 26 E－4－9039．0 26．0 28．0 玄武岩質安山岩 角4 角穴 3／4 角に丸の痕跡あり
11 32 E－4－21638．0 21．0 31．0 玄武岩質安山岩 角4 角穴 1／2角に丸底の痕跡あり
12 33 E－4－25625．0 24029．0 玄武岩質安山岩 角2 角穴 3！5
13 35 E－4－34235．0 25．0 30．0 玄武岩質安山岩 角8 角穴 1／2角に丸底の痕跡あり
14 39 E－4－34642．0 35．0 28．0 玄武岩質安山岩 丸2 丸穴 2／3
15 40 E－4－34722．0 22．0 14．0 白石英 丸2 丸穴 1／3
16 41 E－4－45040．0 25．0 28．0 玄武岩質安山岩 角3 角穴 2／3角に丸底の痕跡あり
17 43 E－4－45230．0 30．0 32．0 玄武岩質安山岩 角6 角穴 2／3角に丸底の痕跡あり
18 44 E－4－45340．0 30．0 27．0 玄武岩質安山岩 丸4 丸穴 2／3
19 48 E－4－i－8 35．0 28．0 32．0 玄武岩質安山岩 角6 角穴 3／5
2049 F－4－54 46．0 26．0 32．0 玄武岩質安山岩 角6 角穴 3／5
21 50 F－4－55 38．0 36．0 36．0 玄武岩質安山岩 角5 角穴 3／5角に丸底の痕跡あり
22 52 F－4－5745．0 29．0 35．0 玄武岩質安山岩 角3 角穴 3／5
23 55 F－4－6343．0 30．0 35．0 玄武岩質安山岩 角5 角穴 3／5
2456 F－4－75 50．0 30．0 28．0 玄武岩質安山岩 丸6 丸穴 2／3
25 57 F－4－86 36．0 30．0 30．0 玄武岩質安山岩 丸2角3丸角混在 3／5
26 59 F－4－884α0 26．0 30．0 玄武岩質安山岩 丸3角2丸角混在 3／5
27 62 F4－3238．0 29．0 26．0 玄武岩質安山岩 丸4角4丸角混在 3／5
28 64 F4－10137．0 35．0 30．0 玄武岩質安山岩 角9 角穴 2／3角に丸底の痕跡あり
29 66 F4－11340．0 35．0 28．0 玄武岩質安山岩 丸6 丸穴 2／3
3073 F4－12040．0 40．0 38．0 玄武岩質安山岩 角12 角穴 2／3
31 76 F4－12330．0 25．0 25．0 玄武岩質安山岩 角3 角穴 1／4角に丸底の痕跡あり
3279 D－5－4131．0 27．0 23．0 玄武岩質安山岩 角3 角穴 1／3角に丸底の痕跡あり
33 83 E5－Ol30．0 26．0 34．0 玄武岩質安山岩 角6 角穴 3／5
34 85 E5－0332．0 28．0 30．0 玄武岩質安山岩 角4 角穴 3／5
35 86 E－5－8 40．0 26．0 340玄武岩質安山岩 角4 角穴 3／5
36 88 E－5－12845．0 37．0 23．0 玄武岩質安山岩 角5角穴 3／5
37 92 E－5－13236．0 31．0 30．0 玄武岩質安山岩 角4角穴 3／5
38 97 H－5－58165．0 35．0 33．0 玄武岩質安山岩 丸6丸穴 3／4
39 98 H－5－58260．0 35．025．0 玄武岩質安山岩 丸2丸穴 2／3
4099 H－5－58340．0 22．0 23．0 玄武岩質安山岩 丸1角1丸角混在 2／5
41 101H－5－58542．0 32．0 34．0 玄武岩質安山岩 丸6 丸穴 2／3
～120～
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㎞ 哨番号 出土地 径cm高cm 石　　材 柄穴　個 物配本 回転痕 供給㎝孔 残存状況 備考
1 1 土抗1－1 48．020．0 球穎状流紋岩 穴現2溝現2不明 有 14．0 2／3
2 4 土抗1－7 36．011．0 流紋岩 溝現2 不明 有 不明 1／2
3 20 土抗8－1 37．022．0 球頼状流紋岩 溝現2 無 有 8．0 1／2
4 22 土抗9－2 37．09．0 球穎状流紋岩 溝現1 無 有 7．0 1／2
5 25 土抗10－2不明 22．0 流紋岩 不明 不明 無 5．0 1／2
6 26 土抗10－340．06．0 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 7．0 1／2
7 28 土抗10－540．015．0 流紋岩 穴現2溝現2 不明 有 8．0 1／2
8 49土抗20－2040．017．0 球穎状流紋岩 穴現2 不明 有 9．0 1／2
9 66 土抗27－334．010．0 流紋岩 溝現3 不明 有 5．5 1／2
10 72 土抗38－337．014．0 流紋岩 溝現2 不明 有 不明 1／2
11 82 土抗43－242．025．0 球穎状流紋岩 穴現3 不明 有 10．5 1／2
12 89 土抗45－130．0ll．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 4．0 1／2
13 90土抗45－244．06．0 流紋岩 溝現3 不明 有 6．0 1／2
14 93 土抗45－538．07．0 流紋岩 溝現2 不明 有 85 1／2
15122土抗53－248．024．0 流紋岩 穴現2 不明 無 9．5 1／2
16125土抗55－238．014．0 球穎状流紋岩 穴現2 不明 有 7．5 1／3
17128井戸1－1 60．021．0 球頼状流紋岩 穴現2 不明 有 11．0 3／5
18129井戸2－5140．027．0 流紋岩 穴現2 不明 有 不明 1／2
19130井戸2－5238．026．0 球穎状流紋岩 溝現3 不明 有 65 2／3
20131井戸2－5340．011．0 流紋岩 穴現2 不明 有 8．0 1／2
21 132井戸2－5440．0ll．0 球穎状流紋岩 溝現3 不明 有 8．0 1／2
22133井戸2－5536．09．0 流紋岩 溝現3 不明 有 9．0 1／2
23134井戸2－5644．07．0 流紋岩 溝現2 不明 有 8．5 1／3
24135井戸2－5736．014．0 球頼状流紋岩 穴現2 不明 有 8．0 1／2
25190 D－4－7 44．07．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 7．0 1／2
26220D－4－4444．011．0 礫岩 溝現1 不明 有 不明 1／2
27224E－4－i－1 34．024．0 球頼状流紋岩 溝現2 不明 有 8．5 1／2
28229E－4－i－736517．0 流紋岩 穴現2溝現1不明 有 8．0 1／3
29235 E－4－4 40．016．0 流紋岩 溝現3 不明 有 8．5 1！2
30237E．4－1944．015．0 球穎状流紋岩 穴現1 現1 有 9．0 1／2
31239E－4－2139．030．0 球穎状流紋岩 穴現2 不明 有 6．0 1／2
32241 E－4－2336．07．5 球穎状流紋岩 穴現1 不明 有 5．5 1／2
33248E－4－3043．08．0 球穎状流紋岩 溝現3 不明 有 7．0 112
34271 E－4－6238．021．0球穎状流紋岩 溝現3 不明 有 不明 2／3
35272E－4－6335．01LO球穎状流紋岩 溝現2 無 有 6．5 2／3
36294E－4－9437．016．0 球頼状流紋岩 溝現3 不明 有 7．0 2／3
37303E－4－10838013．5 球願状流紋岩 穴現2 不明 有 8．0 1／3
38313E－4－12742．09．0 球頼状流紋岩 溝現1 不明 有 9．0 1／2
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39348E－4－17543．016．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 5．0 1／2
40350E－4－17739．08．0 流紋岩 溝現2 不明 有 65 1／2
41381E－4－21543．010．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 5．0 1／2
42403E－4－28536．012．0 流紋岩 穴現3 3 有 5．5 1／2
43405E－4－28744．08．0 流紋岩 溝現2 1 有 7．5 1／2
44 459E－4－36750．017．0 球頼状流紋岩 穴現3 無 有 10．5 4／5
45460E－4－36839．014．0 流紋岩 溝現2 現2 有 55 3／5
46461E－4－369不明 20．0 流紋岩 溝現2 不明 有 5．5 1／2
47485E－4－3938．06．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 6．0 1／2
48550E4－0940．024．0 球穎状流紋岩 溝4 無 有 5．5 完　形
49551 E4－1043．017．0 球頼状流紋岩 穴現2 不明 有 9．0 3／5
50552 E4－1148．012．0 球頼状流紋岩 溝現1 不明 有 10．0 2／5
51595F－4－5345．031．0 球穎状流紋岩 穴現3 無 無 9．0 完形
52596F－4－614α065 流紋岩 穴現2 不明 有 7．0 1／2
53598F－4－6440．06．5 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 不明 1／2
54 599F－4－6637．021．0 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 6．0 1／4
55616F4－50138．024．0 流紋岩 溝現3 無 有 8．5 4／5
56617F4－50240．020．0 球穎状流紋岩 溝4無 不明 6．0 完形
57619F4－50436．023．0 球穎状流紋岩 不明 不明 不明 7．0 1／2
58620F4－50538．020．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 不明 6．0 1／2
59624F4－50943．020．0 球穎状流紋岩 溝現3 無 有 9．0 4／5
60625F4－51037．019．0 流紋岩 穴現3 不明 有 8．5 1／2
61626F4－51138．022．0 球穎状流紋岩 穴現2 不明 有 8．0 2／5
62627F4－51238．022．0球頼状流紋岩 無 不明 有 5．5 3／5
63628F4－5138．015．0 球穎状流紋岩 穴現3 不明 有 9．0 1／2
64629F4－51434．045 流紋岩 溝現2 不明 有 7．5 1／2
65633F4－51833．011．0 流紋岩 溝現3 不明 有 5．0 1！2
66634F4－51936．09．0 流紋岩 溝現2 不明 有 8．0 1／2
67635F4－52040．07．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 6．0 1／2
68636F4－5214α08．0 球頼状流紋岩 溝現2 不明 有 6．0 1／2
69638F4－5238．06．0 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 8．0 1／2
70699F4－60041．028．0 球穎状流紋岩 溝現2 無 有 6．0 2／3
71700F4－60139．021．0 球穎状流紋岩 不明 不明 有 6．0 完形
72701F4－60244．019．0 球穎状流紋岩 穴現1 不明 有 12．0 2／3
73702F4－6038．015．0 球穎状流紋岩 穴現1 不明 有 10．0 1／2
74704F4－60538．014．0 球穎状流紋岩 穴現2溝現2不明 有 5．0 1／4
75705F4－60638．016．0 球穎状流紋岩 穴現2溝現2不明 有 不明 1／2
76707F4－60840．09．0 球願状流紋岩 穴現1溝現2不明 有 10．0 1／2
77 708F4－60940．08．0 球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 10．0 2／5
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78715F4－61638．08．0 球頼状流紋岩 溝現1 不明 有 7．0 1／2
79792D－5－1035．0130 流紋岩 溝現1 不明 有 7．0 1／2
80799D－5－1734．06．5 流紋岩 溝現3 現1 有 不明 1／2 供給孔に鉄
81800D－5－2242．075 流紋岩 溝現2 不明 有 7．5 1／2
82814D－5－4343．07．0 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 7．5 1／2
83822D－5－5738．011．0 流紋岩 溝現2 不明 有 不明 1／2
84 830D－5－7235．0go 球穎状流紋岩 溝現3 不明 有 75 1／2
85831D－5－733809．0 流紋岩 溝現2 不明 有 7．0 112
86841 E－5－1 38．06．0 流紋岩 穴現2 不明 有 80 1／2
87852E－5－3334．07．0 球穎状流紋岩 無 無 有 5．0 完形
88853E－5－3441．09．0 流紋岩 溝現2 不明 有 8．5 1／2
89854E－5－3534．0125球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 7．0 1／2
90919E－5－10037．030．0 球穎状流紋岩 無 不明 有 5．0 1／2
91958E－5－15940．018．0 球穎状流紋岩 溝4 1 有 不明 完形
92969E－5－17033．09．0 流紋岩 溝現2 不明 有 45 1／3
931013E－5－2338．0150球穎状流紋岩 穴4 3 有 3．0 完形
941014E－5－234 0013．0 球穎状流紋岩 穴現1 不明 有 7．0 1／2
951015E－5－23538．019．0 球穎状流紋岩 穴現1 不明 有 6．5 1／2
961021E－5－24143．07．5 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 8．5 1／2
971051E－5－27236．07．5 球頼状流紋岩 溝4 1 有 8．0 完形
981053E－5－27437．013．0 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 70 112
991054E－5－27540．0225球頼状流紋岩 穴4 3 有 9．0 完形
1001056E－5－27734．011．5 球顯状流紋岩 穴4溝4 無 不明 5．5 完形
　船12号
?ｧ木枠有
101057E－5－27834．521．0 球穎状流紋岩 溝4 3 有 6．0 完形 舩12号中
1021066H5－20146．018．0 球穎状流紋岩 穴現2 不明 有 9．0 1／3
1031067H5－2046．0350 流紋岩 穴現1 現1 有 不明 1／2
1041068H5－20538015．0 流紋岩 溝現2 不明 有 8．5 1／2
1051069H5－20640．0 22．0球穎状流紋岩 溝現2 不明 有 5．0 2／3
1061070H5－20835010．0 流紋岩 不明 不明 有 7．5 2／3
1071071H5－5548．033．0 球穎状流紋岩 穴現3 不明 有 9．0 1／3
1081071H－5－55540．09．0 球穎状流紋岩 溝現1 不明 有 不明 2／5
1091084H5－5674007．0 流紋岩 溝現3 不明 有 9．0 1／3
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石磨（下磨）
ぬ 一覧番号 出土地 径cm高cm 石　材 物配本 回転痕 軸径cm 備考
1 2 土抗1．4 33．0 12．0 花商岩質礫岩 不明 有 5．0 1／2残
2 5 土抗10－645．0 18．0 花商岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
3 11 土抗20－1939．0 5．0 花嵩岩質礫岩 無 有 46 2／3残 軸に鉄片付着
4 12土抗23．141．0 15．0 花尚岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
5 16土抗30－137．0 13．0 花嵩岩質礫岩 無 有 5．0 1／2残 軸に鉄片付着
6 22土抗42．2444．0 15．0 花闇岩質礫岩 現1 有 4．5 2／3残
7 32井戸2－140．0 30．0 花尚岩質礫岩 無 有 4．5 完形
8 33井戸2－234022．0 花崩岩質礫岩 無 有 55 2／3残 軸中に木芯
9 34井戸2－344．0 19．0 花嵐岩質礫岩 1 有 5．0 2／3残 軸と回転面が非直角
10 35井戸2－448．0 13．0 花尚岩質礫岩 不明 有 不明 1／3残 軸と回転面が非直角
11 36井戸2－544．0 11．0 花商岩質礫岩 1 有 6．0 2／3残
12 44井戸2－1340．0 30．0 花闘岩質礫岩 無 不明 3．5 完形
13 54 F－3－1 52．0 25．0 花尚岩質礫岩 現1 有 55 1／2残
14 55 F－3－240．0 19．0 花尚岩質礫岩 不明 有 5．5 1／4残
15 59 F3－1346．0255花商岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
16 70 E－4手740．0 13．0 花尚岩質礫岩 1 有 5．0 1／2残 軸に鉄芯付着
17 72 E－4－7 35．0 17．0 花尚岩質礫岩 1 有 4．5 2／3残
18ll9E－4－15652．0 16．0 花商岩質礫岩 現1 有 不明 1／3残裏面に回転痕と物配有
19147E－4－26045．0 19．0 花崩岩質礫岩 無 有 6．5 4／5残 軸に鉄の腐食有
20148E－4－26140．0 23．0 花崩岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
21 152E－4－26540．0 18．0 花商岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
22153E－4－26641．0 24．0 花尚岩質礫岩 1 有 3．5 1／2残
23173E－4－34850．0 19．0 花商岩質礫岩 現1 有 4．5 1／2残
24206E4－148．0 10．0 花尚岩質礫岩 2 有 4．5 完形
25218 F－4－5 51．0 18．0 花尚岩質礫岩 1 有 35 2／3残裏面に回転痕と物配有
26241F4－7740．0 11．0 花商岩質礫岩 1 有 4．5 2／3残
27243F4－7950．0 27．0花嵩岩質礫岩 2 有 4．0 3／4残
28245F4－8146．0 22．0 花固岩質礫岩 現1 有 45 1／2残 軸穴上下に有
29246F4－8245．0 35．0 花嵩岩質礫岩 不明 有 7．0 2／3残 軸穴上下に有
30 248F4－8450．0 20．0 花闘岩質礫岩 現1 有 5．0 1／2残
31250F4－8633．0 13．0 花商岩 不明 有 4．0 1／2残
32252F4－10338．0 5．0 花嵐岩質礫岩 1 有 55 1／2残 軸穴上下に有
33253F4－10445．0 15．0 花商岩質礫岩 不明 有 5．0 1／2残
34255F4－10640．0 19．0 花尚岩質礫岩 無 有 3．5 4／5残 軸に鉄片付着
35256F4－10744．0 41．0 花嵩岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
36258F4－10943．0 21．0 花商岩質礫岩 1 有 5．0 2／3残 軸に鉄片付着
37261F4－20148．0 17．0 花聞岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
38263F4－20350．0 35．0 花南岩質礫岩 1 有 4．0 2／3残
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39274F4－21444．0 14．0 花商岩質礫岩 現1 有 5．5 213残 軸に鉄片付着
40277F4－218不明 26．0 花崩岩 1 有 5．0 1／2残 上下に軸穴有
41278F4－219500290花嵐岩質礫岩 1 有 45 完形 両面に回転痕有
42281F4－30149．0 21．0 花商岩質礫岩 1 有 6．0 2／3残 軸に鉄片付着
43282F4－30242．0 20．0 花商岩質礫岩 無 有 4．5 4／5残 軸に木片付着
44283F4－30348．0 18．0 花闘岩質礫岩 1 有 4．5 2／3残
45284F4－30442．0 22．0 花尚岩質礫岩 1 有 4．5 1！3残
46285F4－30542．0 17．0 花商岩質礫岩 2 有 4．3 1／2残
47294F4－31446．0 27．0 花尚岩質礫岩 1 有 3．5 2／3残
48315G－4－141．0 190花樹岩質礫岩 1 有 25 4／5残
49326D－5－2443．0 32．0 花尚岩質礫岩 現1 有 4．0 1／2残
50331D－5－4744．0 16．0 花商岩質礫岩 1 有 5．0 2／3残
51336D－5－6543．0 1LO花嵩岩質礫岩 無 有 6．0 1／2残
52337D－5－6648．0 12．0 花嗣岩質礫岩 1 有 5．5 2／3残
53340D－5－6946．0 21．0 花嵩岩質礫岩 1 有 45 2／3残
54341D－5－7044．0 15．0 花商岩質礫岩 現1 有 40 1／2残 軸に腐食物有
55344E－5－242．0 20．0 花尚岩質礫岩 1 有 4．0 1／3残
56347E－5－1544．0 18．0 花崩岩質礫岩 現1 有 6．0 1／2残
57348E－5－1649．0 135花樹岩質礫岩 不明 有 60 1／2残
58351E－5－1952．0 16．0 花固岩質礫岩 現1 有 4．5 1／2残
59363E－5・・3144．0 21．0 花尚岩質礫岩 現1 有 4．5 1／2残
60374E－5－13750．0 27．0 花尚岩質礫岩 1 有 4．0 1／2残
61376E－5－15644．0 go 花固岩質礫岩 不明 有 5．0 1／2残
62391E－5－22346．0 28．0 花商岩質礫岩 現1 有 45 1／2残
63401E－5－28237032．0 花圃岩質礫岩 無 有 3．0 完形
64403E－5－28440．0240花商岩質礫岩 不明 有 2．5 1／2残 舩12号の中
65405E－5－28644．0 27．0 花固岩質礫岩 無 有 3．0 完形 船12号の中・軸に木芯有
66408H－5－10048．0 17．0 花尚岩質礫岩 1 有 5．0 2／3残
67409H5－10148．0 22．0 花尚岩質礫岩 現1 有 3．5 2／3残 軸に鉄棒の残有
68410H5－10244．0 190花商岩質礫岩 無 有 2．5 完形 面と軸非直角
69411H5－10348．0 25．0 花固岩質礫岩 2 有 3．5 2／3残 面と軸非直角
70415H5－10744．0 11．0 花嵐岩質礫岩 無 有 3．5 2／3残
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